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（２）岡山県笠岡市 

 

１．笠岡市シンポジウム議事録  

 
（司会） 定刻となりましたので、これからシンポジウムを開催させていただきます。 
 まず、皆さん、初めまして、こんにちは。私は、本日司会を務めさせていただきます市

役所経済観光活性課、守屋（司会１）と申します。それから、もう１人です。 
 
（司会） もう１人、守屋（司会２）と言います。よろしくお願いします。 
 
（司会） 本日は、平日の午後という時間帯にもかかわらず本シンポジウムにご参画いた

だき、まことにありがとうございます。これより「地域活性化への理解醸成 ～100 人の笠

岡まちづくりの集い～ 幸せな笠岡をつくるまちづくり」と題しましたシンポジウム、ワ

ークショップを開催いたします。 
 
挨拶 
（司会） さて、このセミナーは、国土交通省の地方振興策の一環で行われるものです。

開会に当たりまして、国土交通省国土政策局地方振興課の西野仁企画専門官よりごあいさ

ついただきたいと思います。それでは、西野様、よろしくお願いいたします。 
 
（西野企画専門官） 皆さん、どうもこんにちは。ただいまご紹介いただきました国土交

通省国土政策局地方振興課の西野と申します。どうぞよろしくお願いいたします。きょう

は、大勢の方々に足をお運びいただきまして、ありがとうございます。 
 国土交通省というのは、ご案内のとおり道路、河川、公園などの社会資本整備を行って

おりますけれども、それに加えて、地域間の交流・連携とか、地域資源の発掘など、いわ

ゆる地域活性化への支援といったものも行ってございます。地域活性化といいますと、い

ろいろな地域づくりをされている団体がございます。ただ、地域づくり団体の活動自身は

そこだけでは結構盛り上がっているのですが、その盛り上がりといったものが、なかなか

広がりを持たないという課題が指摘されている点がございます。これは、そういう指摘も

踏まえまして、地域活性化への理解醸成という取り組みで、そういう地域活性化の盛り上

がりがより広がっていくように、その広がりを支援するような取り組みを昨年度から始め

てございます。この笠岡市さんにおかれましても、いろいろな地域づくり団体が熱心に活

動されていると認識しております。 
 きょうは、細野先生、中島先生のご講演でありますとか、事例発表、ワークショップな

ど、メニューが盛りだくさんでございますので、このシンポジウムが終わりますころには、

私も含めまして参加者の皆様方の地域活性化に対する理解が少しでも深まればと思ってお

ります。 
 簡単でございますが、私のあいさつとさせていただきます。どうもありがとうございま

した。 
 
（司会） ありがとうございました。続きまして、笠岡市建設産業部松﨑よりごあいさつ

申し上げます。 
 
（松﨑建設産業部長） 改めまして、皆さん、こんにちは。ご紹介いただきました、私は

笠岡市建設産業部の松﨑でございます。国土交通省主催の「地域活性化への理解醸成」、な

かなか難しい言葉でございますけれども、このシンポジウムの開催に当たり、開催地を代

表いたしまして、あいさつをさせていただきます。 
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 本日は、国土交通省から企画専門官の西野様、そして課長補佐の秋山様にご臨席いただ

き、本事業が私ども笠岡市での開催になったことについて、うれしく思い、また感謝いた

しております。笠岡市では、笠岡を元気にしようとする一環で、昨年、「笠岡ぐるっと博 2012」
を実施いたしました。笠岡を元気にするにはまず食べ物から始めようと、そういった思い

で市内にあるお店を市民の皆様に発見・再認識してもらうために、笠岡の店を回るスタン

プラリーを行いました。そして、スタンプラ

リーの当選者を招待した 100 人の笠岡の食の

宴を、先月、１月 20日でございますけれども、

ちょうどこの会場で開催したところでござい

ます。食べ物を通して町を活性化しようとす

るこのイベントも昨年度は大成功に終わり、

来年度も実施する予定でございます。このよ

うに、私どもの部署では、産業面の活性化の

取り組みを進めているところでございます。 
 本日の事業は、平成 20 年度に国土交通省の

担い手育成事業を笠岡市で実施させていただ

いた経緯もあっての開催と聞いております。

きょうの事例発表していただくことになっている元気笠岡推進協議会の活動も、地域にな

くてはならないものとなっております。これまで産業部門のまちづくりは箱ものづくりが

中心でございましたけれども、商店街・産業の振興においては、住民参加、住民の協働が

求められています。そこに住む人が幸せだな、住んでよかったなと、そういった堪能でき

るまちづくりが、本当のまちづくり、究極のまちづくりだと思っております。 
 きょうのシンポジウムではお２人の先生方の専門的なアドバイスと笠岡で活動されてい

る方々の報告を聞き、そして、ワークショップでは議論をしながら、改めて笠岡のまちづ

くりに携わってみたいと思う人が１人でも多くふえることを期待しております。シンポジ

ウムは、全体で４時間と長い時間でございますけれども、これまでとは違った視点で幸せ

なまちづくりを考えていただき、皆様にとって、このシンポジウムが有意義なものになれ

ばと思っております。 
 簡単ではございますが、開催地を代表したあいさつとさせていただきます。ありがとう

ございました。 
 
（司会） ありがとうございました。 
 それでは、シンポジウムに先立ちまして、ここでお手元の資料のご確認をさせていただ

きたいと存じます。次第にも記載しておりますが、まず次第、それから資料集、アンケー

トとなっております。すみませんが、中のほうを確認していただきまして、資料の過不足

等がございましたら、事務局のプレートをつけました係の者が会場内におりますので、ご

一報いただければと存じます。 
 さて、それでは、本日の進行について、簡単にご説明させていただきます。守屋さん、

どうぞ。 
 
（司会） 大変ご苦労さまです。本日の進行ですが、最初、向かって右側に先生がお二方

がいらっしゃいます。左の細野先生から最初に約１時間ご講演いただきます。そのあと、

古江さん、山下さん、宇野さん、福井さんという、笠岡市で今活動されている４つの団体

の皆さんの活動の報告をいただきたいと思います。いろいろ活動しているのですが、それ

ぞれの活動を笠岡で聞く機会というのはあまりないと思うので、そういうことも含めて情

報交換の場にしたいと思っています。そのあと、それを受けまして中島先生からもう１本

の講演をいただきまして、まとめていただくような形になります。 
 前半は約３時間ございまして、そのあと、希望者といいますか、もうちょっと話をした
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いという人が、今度はワークショップという形で、この上の２階に会場を移しまして、約

１時間、それまでのことも含めてワークショップをやっていきたいと思っています。 
 ちょっと長丁場なので講演を聞いて帰るとかいろいろおありだと思いますけれども、皆

さん、よろしくお願いします。 
 今、例えば、協働のまちづくり課がやっているまちづくりと、私どもの経済観光課でや

っているまちづくり、２本まちづくりみたいなこともあると思いますけれども、要は、や

はり働くことによるというか仕事づくりも含めて、地域に仕事をつくるということがまち

づくりの一環ではないかということを含めて、産業面でそういうまちづくりを進めていき

たいということもございまして、今回の国土交通省の主催をいただきまして、この事業を

させていただいております。よろしくお願いします。 
 
（司会） それでは、まず細野先生から、ご講演をよろしくお願いします。 
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講師講演１ 「まちづくりは『ひと』づくり」 

中央大学大学院公共政策研究科･総合政策学部 教授 細野助博 氏 

 
 
 皆さん、こんにちは。平成 21 年のちょうど今ごろこちら

にお邪魔して、３年ぶりでございます。何か非常によく思

い出しましたけれども、「元気なまち、笠岡」と言うけれど

も、先ほどの松﨑さんもそうですが、とても元気な方ばか

りなので、私はあまり元気がなくていいのかどうかわかり

ませんけれども。これから少しお話ししたいと思います。

きょうは「まちづくりは『ひと』づくり」という話をしま

す。 
 大学も、実は私立大学の統計ですけれども、経済的な困

難ということで学業を続けられないという子どもたちが実

は 17％。これはとんでもないということで私たちは考えま

して、今どういうことをやっているかというと、企業さんに１口 30 万円を出してもらいま

して 1,500 万円ほどいただいて、30 人から 40 人の学生たちで、特にお勉強はとても大好き

なのだけれども諸般の事情で学業を続けられないという人たちに、奨学金も少し差し上げ

ようとしています。 
 私たち教育者というのは、なかなか昨今は非常に難しい状況がございまして、企業の皆

さんに少しお金を出していただいて、各大学から優秀な学生を出してインターンシップと

か、就職という形で企業さんに紹介するという形を考えています。もう、そんなことをし

たら青田買いではないかという声もほとんど聞かれないです。それくらい厳しい状況です

が、それにしても、各地域で一生懸命活動なさっていますけれども、要するに仕事づくり

をしなければいけないということです。仕事づくりは「ひと」づくり、本当に大事だと思

います。恐らく「ひと」づくりが仕事づくりの前だということを思っていますので、ひと

づくりの話を少し皆さんにご紹介申し上げたいと思います。 
 第１章、私たちを取り巻く環境ということでございますけれども、日本は今、戦後から

六十何年たっていますけれども、大体 20 年ぐらいのくくりです。要するに、戦後からずっ

と石油ショックまで約 20 年ちょっとありましたけれども、高度経済成長、今の中国のよう

に約９％の成長率です。皆さん計算するとわかると思うのですが、ネズミ算で、７％ある

と 10 年たつと２倍になるのです。９％はそれ以上です。６、７年で倍になる。だから、所

得倍増と、本当に話だったのです。今、安部さんがそれと同じようなことをやろうとして

いますけれども、果たして環境がどうか。石油ショックはもう起こりました。そのあと、

やはり 17、18 年かかるのですが、平均 4.5％、恐らく中国もあと５、６年すると、それく

らいになると思います。 
 そのあと、今度は 4.2％です。せっかく石油ショックを日本は一生懸命頑張って、いろい

ろやりまして 4.5％にしたのですが、ところが、そのときにバブルが起こり、はじけました。 
 それから、ずっと 20 年間。0.9％と書いてありますけれども、その 0.9％を２％まで持っ

ていくことができるかどうかということです。ちょっと残念なことを言いますが、まちづ

くりは「ひと」づくりと書きましたけれども、その「ひと」づくりがなっていないです。

出生率が今は 1.35％。今、どのくらい人口が減っているかというと、年に 0.1％ずつ減って

います。そうすると、0.1％が今度は経済成長率何％の形で下げるようになります、降下し

ます。 
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 それだけだったらいいのです。ところが、やはりずっともうデフレ状態が続いているも

のですから、だんだん所得も減っていきます。そうすると、パイも小さくなるわけです。 
 ここは何とかしなければいけないです。シュンとなったら困ります。だから、皆さんと

一緒に頑張りましょう。日本はそんな捨てたものではないし、また、アメリカでもそうで

すが、こういう波を打つのです。今は底かもしれません。これをずっと上げるためにどう

するかということを、やはりこれから考えていかなければなりません。 
 今の人口ですが、0.1％ずつ人口は減っています。それと同時に、もう１つは、やはり僕

らもそうですが、だんだん年をとってきますね、若返ることはできません。きょうは、す

ごく若い人から、ちょっと若い人から、そうでもない若い人、かつて若い人が、みんな集

まっています。今後はかつて若い人が増えていきます。僕も 64 歳になったのですが、一昔

前だと「じじい」とか言われていたかもしれませんが、今は全然違います。ご老人のお力

をやはりお借りしなければいけない。やはり一日の長というか、賢いです。若い人たちは、

「じじい、ばばあ、何を言っている」と言うかもしれないけれども、あとでよく考えてみ

ると、おれは何でおやじにあんなに反発したのかなんて思いますけれども、そのくらいや

はり老人の知恵は大事なので、それを日本のためにもっともっと使わなければいけないと

思います。 
 まちづくりというのはどういうことかというと、今を生きる全員が未来の地域のために

行う、重要な仕事です。何をやってもいいのがまちづくりです。都市計画とまちづくりの

違いはそこです。都市計画は、まず行政がある一定の権限を持って、やるわけですが、そ

ういうのはやはり１つの法律という名をもって、さっと１本の線を引くようなことが計画

ですが、まちづくりというのは、そうではなくて、もう少し内容的に見て、環境が違った

ら、こういうふうにしよう、ああいうふうにしようと、いろいろしなやかにできるのです。

その２つがなければだめなので、私たちはまちづくりをしたい。まちづくりは「ひと」づ

くりから始まるのではないかということで、きょうは、これから学生たちとまちづくりを

したお話を少しご紹介申し上げます。 
 ３つあるのですが、１つは、けんかがおこっていた町に学生たちを仲裁役として投入し

まして、見事によみがえったという事例があります。これは立川というところですが駅を

境に南北戦争が繰り広げられた。笠岡もそうですが、駅があって北側と南側とある。多分

様相が違うと思うのです。この立川の場合は、南口というのは、かつて中心地でした。北

口は、かつて米軍の基地がありました。ところが、米軍の基地が無くなることになり広大

な空き地ができたものですから、そこに大きなデパート等が進出し栄えることになります。

南口は今まで自分たちが表玄関だったというプライドもありましたから、北口とは折り合

いがよくなかった。 
そのため、モノレール構想が計画された際、既にあった JR 中央線の立川駅にモノレール駅

を併設するのではなくて、北口と南口に１つずつ、走れば１分ぐらいのところに２つ駅を

つくったのです。これを二重投資、無駄な投資といいます。そういうことまでやってしま

った。 
 そこでどうしたかというと、平成 10 年に中心市街地活性化法の適用を受けました。南北

の仲がよくなかったものですから、別々に計画書、要望書をつくりました。南のほうは、

駐車場を増やしてほしい。北のほうもお客を全部北に流さず留めておくために北側に駐車

場をつくってほしい。みんな、そういうことを言うのです。 
 私は全部返しました。私自身立川に権利も何もないわけですから脅かしてもだめですよ

といって返した。計画書に自分たちの事業を載せてもらいたいのだったら、自分たちの事

業が反対側のほうにどれくらいのメリットがあるかというのを書いてくださいと。それが

書ける可能性がなければ一切載せませんということにしました。 
 ここにありますけれども、これが立川の駅です。北のほうには、人がいっぱいいるでし

ょう。ところが、南のほうはこんな感じです。かつて、こちらのほうが表玄関だったので

すよ。仲直りさせるためにはどうするか。ここに回遊性を高めるためデッキをつくりまし
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た。そうしたら、新宿に次ぐぐらいの乗降客数になりました。 
 そうすると、皆さん、わかりますよね。北と南と一緒になってまちづくりをするように

なりました。けんかをやめさせる。これも学生たちを入れました。ですから、ちょうども

う十何年前です。今はもう学生たちをまちづくりに入れるなんていうのは一般的になりま

したけれども、このときは結構先駆的でＮＨＫも取材に来たりしましたけれども、けんか

をやめさせたのです。 
 でも、学生たちも自分たちがこういう提案して、僕があまり言うと殴られますから、学

生たちに言わせました。けんかはやめてください。みんなが得になるようなことに集中的

に投資しましょうと。でも、学生たちも、これができて本当にみるみる立川はよくなって

きましたから、僕たちのまちづくりは意味があったと。意味がないということはないのだ

と、これで学生たちも育っていきました。 
 そのお隣あたりに福生というところがあります。ここもまた仲が悪いのですよ。本当に

仲が悪い。皆さんのような元気なところばかりではないのです。横田基地があることも課

題の一つとなっていました。 
学生たちを連れていきまして、彼らにまず福生の課題は何だろうかと調べさせました。

そうすると、酒蔵がある、それから玉川上水、それからここの下のほうには横田空軍基地

です。こういう宝というものをまず学生たちにあらかじめ調査させておいて、どうしたか

というと、子どもたちを連れていくわけです。子どもたちを連れて、街を歩かせて、君た

ちはどこが自分たちの街の宝だと思いますかと。言ってもらうのです。そうすると、ステ

ーキ屋さんがあったりとか何かいろいろあるわけです。そうやって、いろいろな宝を自分

たちで探してきて、それを今度はコンピュータの中に入れました。ネクタイをしているの

は学生で、ネクタイをしていないのは学校の先生方です。 
 市長さんや保護者の方々の前で、子どもたちが発表してくれる。そうするとご家庭に帰

った子どもたちは、お母さん、酒蔵はとてもすばらしかったと言うわけです。そういう家

庭のだんらんの話になる。お母さんは、今度はお父さんに話すのです。そうか、福生とい

うのはいいところじゃないかと、こういうことになるわけです。 
福生の子どもたちは結構お勉強をするようになってきた。先生と子供達の間に大学生が

入り仲介役となることで子どもも楽しく勉強する機会が増える。こういう「ひと」づくり

をすることによって、街に誇りが出てきて、そして、福生にもうちょっと住んでみようか、

ずっと住んでみようかとなるわけです。 
 学生たちでもいいのです。こうやって新聞にいろいろ出ますでしょう。そうすると、今

は就活で活かせます。小学生も育つし、学生たちも育つのです。 
 ３つ目、今度は西小山というところです。何の売りもないと自分たちは思っていたわけ

です。ところが、よく見ると、レトロのよさがあるのですよ。こちらの商店街は日本一暗

い。電気がついていないからです。あれは、ひょっとすると財産ですね。西小山もそうで

す。 
 西小山の隣のところはさんさんと輝いたところなのだけれども、ちょっと古びたところ

何とかしようかと考えたのです。どうしたかというと、月に１回、夜の７時から勉強会を

やりました。しかし、商店街の人たちが怒るのですよ。何で勉強会なんかしなければいけ

ないのと。ところが、若い連中と勉強会をやっていると、だんだん打ち解けてくるのです。

先生、ちょっといいですかという話になる。これはもうお金もうけ。参加料として１人当

たり 1,000 円ずつ取りました。夜の７時から２時間お勉強をするわけです。うちの商店街

は、どういうところが悪いのだろうか、どんなところがいいのだろうかということを、商

店街のおじいちゃんと若い女の子としゃべったりしますでしょう。向こう側には男の学生

がいる。その子もちょっとイケメンで、おばさんたちにものすごく人気があったのですよ。

それで、２つ決まったのです。ちょうどその２つの区が一緒になったのだけれども、全体

で幾つの店舗があるかわからない。どこにどういう店があるかわからない。では、地図を

つくろうかと。でも、地図をつくるなんていうのは、どこでもやっているわけです。遊び
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心をつける。それはどうするかというと、地図をつくるのだけれども、そこに、地図・プ

ラス・イベントをやりましょうと。アーケードのところでミステリーツアーを実施しまし

したが３日間で 1,800 人が訪れました。この目的は何かというと、若いリーダーをつくり

上げる。それで、ミステリーツアーで探偵の格好をしている。この人がミステリーツアー

のコンセプトをつくっている人、この人にお金をあげるのです。だから、参加するときに

1,000 円ずつもらいました。この人に直接どうぞと渡した。 
 子どもたちはみんな集まってもらう。お店に行ったら多くの人がいる。そうすると、ご

商売のおもしろさがもう一回よみがえってくる。ですから、商店街の人たちも「ああ、商

売っておもしろいんだな」と思ってくれる。そうか、隣ではなくて、ここにも商店街があ

ったんだなとみんな思うわけです。こんなふうになるわけです。 
 このイベントは、２つのポイントがある。１つは何かというとイベントのためのイベン

トはしません。イベントで 1,800 人を呼びますから、皆さん、日常やっているご商売をそ

のままやってください。ご商売にプラスになるようにイベントを使ってください。だから、

八百屋さんはミステリーナスをつくったり、ミステリーキュウリと命名して、そしてミス

テリー・カイロをつくったりとか、ミステリーサラダをつくったりとか、そんなのをいっ

ぱいつくった。あるいは、遊び心でしょう。自分の顔をポスターに張ったりして、それも

ＯＫです。 
 それから、ここが実はブランク。要するに、アンケートをやっています。あなた、どこ

から来ましたか。今回のイベントでいちばん印象に残ったところはどこですかと。1,800 人

のうち、大体３分の１ちょっとが中年のおじさんたちが多いわけですから、ただ酒を飲め

るので、お酒屋さんがいちばんだと。でも、ここのご主人は、こう言いました。私は酒の

達人だと自分で思っていた。今いちばん人気のあるのはこれだというのを予想しながら仕

入れて、ざーっと並べておいて飲ませました。ご主人が想定した１位、２位、３位、４位

と、酒を飲んでいった人の１位、２位、３位、４位が違っていたのです。おれは勉強をも

う一回しなければいけないという風に気づくのです。 
 これは、この商店街の名前、知名度を上げると同時に、実は、商売の仕方をもう一回見

直すというようなきっかけになった。アンケートを取って、１番、２番、３番と全部聞い

て、どこから来たか、お客さんは情報を持ってきますから、ぜひ、そのお客の情報を吸い

上げようということです。 
 今、コンビニもそうです。何でコンビニは、皆さんがいっぱいいると、大体欲しいもの

がありますでしょう。これを飲んでいこうと、情報を全部取っている。テレビショッピン

グだってそうです。どちらかというと、テレビより、ネットで取っているほうが多くなっ

ているわけです。そっちのほうは予測力が高いわけです。皆さんの個人情報を全部集めて、

これはビッグデータです。ビッグデータですから、予測がよく当たりますから、びっくり

するのですよ。それぐらいです。いいですか。皆さんのデータが入っていて予測するわけ

です。ですから、1,800 人のデータを予測されて、どこから来たのですか。何回ぐらい来た

のですか。どういうことに興味を持たれていますかと、わかるでしょう。これは次の商店

街の宣伝に使えるわけです。だから、それだけデータというのは大事です、本当に大事で

す。こういうデータを取ります。ただデータを取るだけではだめです。いちばん最後にデ

ータを持ってきて、ちゃんとくじ引きさせて、おみくじみたいにピッとやって、ちゃんと、

ちょっとティッシュか何かを差し上げる、そんなものかもしれませんよね。それをやるわ

けです。 
 商店街の人の中には、実はもう店をたたんでどこかへ行こうと思っていたのですが、待

てよと言って、彼がこのイベントのリーダーになって、成功させています。これは４年前

のことです。 
 ただし、何回も言いますけれども、まちづくりは「ひと」づくりというのは、１回成功

した、２回成功した、３回成功したから、それで終わりではないのです。もうここはこれ

でまた新しい仕掛けをしなければいけない。次の段階に入ってきます。ですから、まちづ
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くりというのは「ひと」づくりですが、そこはどんどん進化していくということです。要

するに、終わりのないそういう活動というのがまちづくりだということになりますね。 
 お年寄りを大事にしようというのではなくて、やはり私たちはこき使われたいわけです。

もう要らないというのではなくて、お年寄りを活用しましょうと。お年寄りの関心事は何

かというと、まずお金。年金ばかりではなくて、やはり稼ぎたい。孫に、あめ玉を与える

か、げんこつばかりやってはだめです。孫に嫌われます。やはりあめ玉をやらなければい

けない。やはりお金です。それから、健康。もう１ついちばん大事なことは、私はこの社

会にはなくてはならないのだというひとりよがりをさせるということがとても大事です。

ですから心で、３Ｋです。お年寄りの３Ｋはとても大事です。これをまちづくりに使いま

しょうと。 
 それから持続可能なまちづくり。東日本大震災の、私も先週も仙台に行きましたし、そ

の前は大船渡、それから陸前高田にも行きました。大変なのですよ。震災があった年の夏

に行ったときは、全部が押し流されて砂地でした。何もない。そして、そんなところにま

ちづくりをしなければいけない。でも、できないですよ。なぜかというと、30 歳とか 40
歳の人たちは、銀行、金融機関はお金を貸してくれますから自分でできます。65 歳からも

っと上の人たちは、新しいことはしようとしません。ところが、ちょうど大学生の子ども

たちを持っているような 50 代ぐらいから 65，66 ぐらいまでは、まだまだやらなければい

けない仕事がいっぱい持っています。しかしながら、お金がない。生活再建をどうしよう

かというのが１つの課題です。 
 もう１つ、要するに、災害というのは強度。強い物体か、弱い物体か。もう１つは頻度。

頻繁に来るか、たまにしか来ないか。レッドゾーンというのは、もうここには住んではい

けない。グリーンゾーンは、頻度も低いし、弱い災害しかないから、ここは住んでいい。

問題は、強度はそんなに高くないグレイゾーン、ここのところをどうするか。まちづくり

をやろうといったって、高台なんかといったって、土地がないじゃないのと。商売ができ

ないよと漁師の方々は言います。漁師の人たちも、そこのところに加工所がなければでき

ないのですが、加工場をつくろうと思っている 50代の人に、だれもお金を貸してくれない。 
 まちづくりをするとき、例えば六本木ヒルズなんかはそうです。あれは 20 年ぐらいかか

っている。250 人の地権者がいて 20 年かかった。今度、これは１つずつ違うわけです。ど

うやって合意に達するか、本当に難しい問題があるわけです。でも、どんどん時間がたっ

てしまいますから、これは年々わかりづらくなる、どんどんいなくなってしまう。要する

に、人口がどんどんどんどん減っています。人口は職を求めて移動するわけです。どんど

んいなくなる。 
 ＢＣＰも考えます。どうやって事業を継続していくかと考えなければいけない。職がな

いわけです。もう１つ、さっき簡単なところを少し見させてもらいましたけれども、６次

産業化というのをやはり考えなければいけない。皆さんのところに野菜の工場ができたと

しますけれども、問題はどこかというと、６次産業もいいですよ。そうすると、農林水産

業と食品製造業と商業・サービスがありましたけれども、農林の食品の製造を結びつけよ

うというのが結構あります。いちばんの肝はここです。ここをどうするか。商業・サービ

ス、ここをこう結んでいかないと本当の意味での付加価値化ができない。一言で６次産業

化と言うけれども、そんなに簡単なことではないです。食品製造と商業・サービスをどう

いう形で結びつけるか。 
 今、大手の流通は自分たちで６次産業化ということで、商業・サービス、農林、それか

ら自分たちでやろうとしていますけれども、食品製造業自身、どういう形でコンセプトを

と、これから考えて、付加価値をつけましょうと。収穫量と市場に出す出荷量とは違いま

す。恐らく農産物というのは平均すると６割でしょう。あとの４割は価値がゼロ。その価

値がゼロの４割を、どうやって４割から３割、３割から２割にするか、これが付加価値化

でとても大事です。それがさっきのここのところで、こんな感じです。ミカンとかできま

したけれども、ミカンも１割ぐらいが市場に出ない。生産量と出荷量で１割ぐらいが差が
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ない。ミカンは非常に優秀です。そういうものは３割ぐらいしか生産、出荷できない。こ

れは金沢の加賀野菜です。 
 もう１つ、６次産業化を中心市街地。つまり、道の駅とか農産物直売所というのはある

のだけれども、中心市街にそういうものがあまりない。皆さんはどうか。朝市がありまし

たけれども、私たちは神奈川で朝市をやりました。常日ごろ、この左上だったのが、たっ

た１日です。だから、すごい収穫量です。これは朝市ネットワークというのが神奈川にあ

りまして、そこで少し私たち学生たちとお手伝いして、これも６次産業の１つです。若い

人たちにどうやって持ってきて、一次産業の就業になり、民営事業所のほうに渡しにいっ

て、どんどんふやしていくか。それによって、地方の役所の収入がふえて、それで行政サ

ービスをよくする、あるいは福祉のことでお金がかかる。 
 私のお話を終わりたいと思います。まちづくりは「ひと」づくりです。今、僕たちは何

をやっているかというと、この地域にいる実業界の人たちに、人生論を聞かせたり。毎年

500 万円ぐらい配当を出しています。でも、それは行政からちゃんと補助金をもらっていま

す。補助金がなければできないのですが、ずっとやっています。意識づけをするために。

要するに、何かというと、うちの地域はこういう歴史があるのか、こういうことができる

のかということで、お勉強してもらう。小学校、中学校は無料。 
 「ひと」づくりをしましょう。街というのは本質的にはオープンシステムだから、余力

のある、人、物、金はどんどん出ていきますよ。でも、それには「ひと」づくりがいちば

ん大事だよと。街を失い、自分のところ唯一の何かオリジナルがないといけませんよ。で

は、これをつくるにはどうしたらいいか。 
 スタッフの方にマイクを渡したいと思います。ということで、私の話を終わりたいと思

います。どうもありがとうございました。 
 
（司会） ありがとうございました。細野先生の講演でした。拍手をお願いします。あり

がとうございました。 
 先生の講演の中にも、学生とか外の人を使っていろいろ事業するという１つのヒントが

あったのではないかと思っています。今、まちづくり協議会の中でも、実際に自分たちが

しなければならないみたいなところがすごくあるのではないかという意味で、きょうは、

島の協議会の会長さん、いらっしゃいますね。今度、島の協議会は、千葉の大学生を２月

７日から３月 21 日まで島に住まわせながら、島を見させていただくというのをまちづくり

協議会の事業の中でやります。これはちょうど去年にもう１人女性が来られたのですが、

それをまたホームページとかを見ていただいて、例もございますし、本当によその力をか

りながら、何かやはりヒントをいただきながらということも１つの方法ではないかと思っ

ています。  
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活動紹介 

① 「地域を守るＢＣＰ」 天野産業株式会社 古江早苗氏 

② 「笠岡の看板男」 ポップヤマシタ 山下美津夫 氏 

③ 「まちづくりの中でのコミュニティビジネス」 

ハーモニーネット未来子ども劇場笠岡センター 宇野均恵 氏 

④ 「まちづくりとＳＮＳ」元気笠岡推進協議会 福井敬司 氏 

 
 このあと、市内の活動をされている方々に、事例発表をしていただきます。 
 まず１番バッターは、天野産業株式会社の古江さんでございます。今、先生の講演の中

でありましたけれども、ＢＣＰ、なかなか聞きなれない言葉ですが、震災があったあとに、

いかに企業が立ち直るかというマニュアルづくりを財団の指導のもと、岡山県下でも笠岡

市で唯一されている企業でございます。企業を守ること、イコール、笠岡を守ることとい

うことで、その取り組みはすばらしいのではないかということで、きょうは皆さんにご紹

介をしたいということで、講演をお願いしております。 
 それでは、天野産業株式会社の古江さん、よろしくお願いします。 
 
①「地域を守るＢＣＰ」 天野産業株式会社 古江早苗 氏 

（古江） 天野産業株式会社、古江と申します。きょうはち

ょっとなれない発表で聞き苦しい点があるかと思うのです

が、企業観点のほうから発表させていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 
 当社ですが、昨年、ＢＣＰ策定のモデル事業として、岡山

県産業振興財団から選定していただきました。私は、今回笠

岡でこのＢＣＰについて発表できるという機会を守屋さん

に与えていただき、大変ありがたく思っています。 
 この中でＢＣＰについてご存じの方はいらっしゃいます

でしょうか。あるいは、取り組んでいるという方がいらっし

ゃったら、ちょっと挙手をお願いしたいのですが。ＢＣＰと

いうのは、ここにも書いてあります事業継続計画ということ

であります。 
 ちょっと難しい話になると思うのですが、まず、会社のことについて先にお話しさせて

いただきます。天野産業株式会社は、よくアマノフーズさんと間違えられるのですが、総

合建設業であります。当社は土木工事を主体としていて、玉島笠岡道路のバイパス工事や、

今は高潮対策工事を行っております。建築工事でいいますと、皆さん、よくご存じの道の

駅笠岡ベイファーム、それから、最近では笠岡消防署の訓練棟のほうを施工させていただ

きました。 
 本題に入りたいと思います。ＢＣＰとは、先ほど言いましたけれども、事業継続計画で

す。Business Continuity Plan ということであります。災害や事故などの発生により事業

が中断した際、最も重要な機能、体で言いますと心臓部分です。これをできる限り短い期

間で再開するというプロセスのことであります。皆さん、防災についてはよくご存じかと

思うのですが、その防災の目的にプラスしまして、顧客からの信用、雇用を守るというこ

とがＢＣＰの目的となっております。 
 なぜ当社がＢＣＰの策定に取り組んだかといいますと、まず１番に、東日本大震災の発
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生による災害意識の高まりです。岡山県は災害が起こらないだろうと皆さん思われている

と思うのですが、南海トラフ巨大地震の発生確率は、今後 30 年で 60％から 88％というこ

とになっております。笠岡は、海、島が多いので、災害が起こると大きな被害を受けるこ

とは間違いないと思います。建設業者は災害復旧には欠かせない存在となるので、そのた

めに従業員を守り、その家族も守っていくことによって、安心して作業に取りかかるとい

うのに、社長がやはり意識をされたようです。いざというときに、被害を最小の中で会社

としていちばん大切なものは、社長が言われるように従業員を守っていくためにもＢＣＰ

の策定というのは不可欠であるという思いから、このＢＣＰの策定に取り組むことになり

ました。 
 ざっとここに書いてあるのですが、作成手順は、急に言われても何を言っているのかと

いう感じではあると思うのですが、一連の流れはこのようになっています。 
 まず、基本方針の決定。先ほど言った心臓部分、中核事業を考えます。企業でなくても、

ある団体では、こういう活動がいちばんしたのだというのを決められて策定していかれた

らいいと思います。 
 それから、被害想定。当社でしたら、南海トラフ巨大地震を被害想定とさせていただい

ているのですが、インフルエンザとか、ほかに高潮対策、津波とかという被害想定という

のもありますので、皆さん、各自でこうしたものに被害想定を決めていただければと思い

ます。先ほど言った中核事業の業務プロセス、こういう工程があるのだというものに、目

標復旧時間、この活動にはこのくらいの時間で復旧させていったら大丈夫であるという時

間を設定しています。最も大切なのですが、その復旧時間を設定した際に、何が必要なの

か、経営資源をすべて洗い出して、検討していくというのがとても大切になってきます。

顧客は、いつまでももってくれるか、資金はいつまで大丈夫か、このような観点から、対

策と目標復旧時間を決めていくことが大切となってきます。このあとは、もう周知方法。

会社の中で維持・見直しを継続してくというのがとても大切になって、これをまとめたも

のが文書化されて、ＢＣＰは、一応の流れで策定できます。 
 ここに、一部ですが、検討項目を書いてみました。10 点ほど書いているのですが、ぱっ

と見て避難誘導、安否確認、このようなものは、皆さん、結構もう文書化されていなくて

も、やっているのではないかと思います。一度まとめられてみたらいいと思うのですが、

やっていただいたものに対しては、自分たちができる範囲のもの、自分たちが動ける、で

きる範囲のものを書かれたらいいと思います。研修中に、できないことを書いてもむだ。

立派なマニュアルができても、実際に絵にかいた餅になってしまっては意味がないという

ことを何度も言われました。簡単明瞭、もうこれがいちばんである。自分たちに合ったも

のを、背伸びする必要がなく、できるものでいいので、策定していってはというふうに教

えられました。 
 確かにＢＣＰというのは事業継続というのは、とても対策なことなのかと思ってくださ

ったら思うのですが、とても範囲が広そう、大変そう、お金もかかるし、そんな時間もな

い。やるのはむだなのではないかなと皆さん思われるかと思います。ＢＣＰを策定したら、

事業継続は可能になる。これ以外にも大規模震災時に速やかな対応ができたり、速やかな

対応ができるということは外部に対しての信頼性が向上します。一度ＢＣＰを策定すると

いうことは、会社の事業のことを見直すきっかけにもなります。弱点を洗い出すというこ

とができるというのは、その活動自体にもいい影響を与えると思います。 
 ＢＣＰは、東京都では約 50％がもう策定されているそうなのですが、岡山県は、実のと

ころ約５％というとても低い水準であります。笠岡市でも、自治体企業が一生懸命一緒に

なってやっていくことによって、よりいっそう安全・安心のまち、これを売っていくこと

ができると思っております。岡山県は災害が少ないところで、皆さん、やってみようと思

われる方も、なかなか難しいかと思うのですが、その中で皆さんが取り組むことによって、

笠岡は災害に強いまちなのだということをアピールして、定住促進にも効果が得られるの

ではないかと思っております。 
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 当社の実際の訓練状況をこちらに紹介しますけれども、これは消火確認、安否確認の携

帯メール送受信テストをやっております。これは消防署の消火器を使用した訓練ですが、

今は水でできる訓練用の消火器も購入しまして、会社でもやりますし、工事現場、協力会

社まで含めて、みんなで訓練を行うようにしております。 
 安否確認携帯メール送受信テストと書いてあるのですが、実際に東北の震災のときにも

携帯電話、固定電話がつながらなかったというふうに聞きました。こちらからかけた方も

いらっしゃると思うのですが、そのような場合にも、固定電話、携帯電話、普通のときで

も、つながらないという場合でも、この携帯メールで、みんな、従業員の安否確認ができ

るか、いつ出社ができるかというようなものがすぐに把握できるようにということで、こ

の安否確認携帯メールでやっております。 
 昨年末には、衛星電話も当社は購入いたしまして、緊急時の通話手段の強化も行うよう

にしております。こちらは衛星電話ですが、20 年ぐらい前の携帯電話と思っていただけれ

ばと思います。とても重たいのですが、皆さん、持っていられる方はいませんよね。月々

の料金的には普通の携帯電話と変わらないので、いざというときにはこれを使って、官公

庁関係とかと連絡の取り合いができるように行っていきたいと思っています。従業員から

も携帯電話でつながらない場合でも、衛星電話で社員の安否確認ができるようにと思って

おります。 
 当社の今後の取り組みについては、今回、このモデル企業としてＢＣＰを策定させてい

ただきましたけれども、今後はこのＢＣＰを復旧活動をやっていこうと思っております。

県のほうからもちょっと言われておりますので、しっかりとアピールはしたいのですが、

私は口下手なもので皆さんに伝わっているかどうかわからないのですが、企業以外にも福

祉施設、病院、このようなところにもしっかりＢＣＰを策定していただけたらと思います。

このモデル企業の中でも、今回は十数名の会社から 100 名ぐらいの会社まで、いろいろな

モデル企業がいたのですが、当社は 50 名です。10 名でも、５名でも、ＢＣＰというのは策

定できます。大企業であれば結構やられているところもあると思うのですが、商店街はひ

とつ皆さんで協力して、このような行動をしようとかそういうのでいいので、ちょっとマ

ニュアル化、行動基準のようなものを定めていけば、ＢＣＰの規則なるものができるので

はないかと思います。 
 自助、個人的なものはもちろんですが、こちらに書いてある共助、公助、この３つは

共存していかなければならないことであると思います。私たちは、この身近な地域で支

え合う共助をこちらにいらっしゃる方々とともに進めていけたらと思っておりますので、

皆さん方もこのＢＣＰというものを、どんどん広めていっていただけたら、取り組んで

いっていただけたらと思います。地域に密着した笠岡市の一企業として、笠岡を守るた

めにＢＣＰに取り組んで、今後、活動を行ってまいりたいと思います。 
 つたない発表で申しわけありませんでした。以上で発表を終わります。ご清聴ありがと

うございました。 
 
（司会） ありがとうございました。天野産業株式会社の古江さんでした。再度拍手をお

願いします。どうもありがとうございました。 
 質疑等は２部のワークショップでやりますので、ご興味のある方は、ワークショップの

ほうに残ってください。ありがとうございました。 
 
②「笠岡の看板男」 ポップヤマシタ 山下美津夫 氏 
（司会１） 次の発表は、笠岡の看板男という題目になっております。ポップヤマシタ 代

表取締役 山下美津夫さんでございます。今井の協議会の会長さんも、きょうは応援に来

られています。一言、ちょっと応援していただきましょうか。 
 
（司会２） 山下さんの発表に入ります。よろしくお願いします。 
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（山下） ということで、大変長くご紹介をしていただいたのです

が、私は笠岡の看板男という形で、先日、市の方と打ち合わせをさ

せていただきました。「笠岡の看板男」と紹介するでと言うて打ち

合わせしたのですが、本当に「看板男」と書かれていますね。きょ

うはびっくりしたのです。実際に、本当のことを言うと、よく「看

板娘」というのはご存じですか。具体的にわかります。そこにかわ

いい方がいらっしゃって看板になるような美しい女性ということ

ですが、僕も看板男と僕のことをみんなイケメンとかというふうに

呼んでくれているので、あした会ったら、僕のことをイケメンの山

下さん、看板男と呼んでください。もっと盛り上がるはずです（笑）。

ちょっと盛り上がれば次にいきたいと思います。ちょっとあいさつ

もこけてしまったので、進めていきたいと思います。 
 私は、先ほど紹介があったように、社団法人笠岡青年会議所、ただいま一般社団法人笠

岡青年会議所という形で名前が変わっていますが、そこへ数年間在籍させていただきまし

た。今は、今井地区まちづくり協議会の事務局ということで、市の調整をしたり、そんな

ことをやっております。 
 その中で、きょうはその２段階から、厳選して事業を紹介していきたいと思います。 
 あちらのほうに笠岡青年会議所の理事長さんが来られているということなので、ちょっ

とあまり悪く言ってないだろうなと思うのですが、ちょっとまじめに話をしていきたいと

思います。また、私どもの今井地区まちづくり協議会の会長さんも来られているというこ

とで緊張しています。頑張りますので、会長お願いします。 
 こういうことで、話の本題を進めていきたいと思います。先ほど細野先生からご説明と

いうか、講演があって、もうほとんど僕の話とかぶっています。ですので、皆さん、さっ

と聞き流してください。ということで、進めていきたいと思います。 
 まずは、災害に強いまちづくりということですが、どういったら、こういう災害に強い

まちづくりができるのかということで、私が何年間かやってきたＪＣさんの話を含めてお

話ししていきたいと思います。 
 まず、災害に対する知識です。この災害に対する知識というのは、やはり地域住民の方

が、ある程度、勉強会とか研修会とかこういったものを開いて事前に勉強しておく。これ

はもちろん皆様ご存じだと思います。でも、どのようにして勉強したらいいのかというの

が現状だと思います。 
 あと災害に対するシミュレーション。このシミュレーションですが、最近は防災訓練と

かを各地で開催されると思います。実際に地震が起きたと想定して避難訓練を行っていま

すね。あと、防火訓練も、昔から、皆さん、婦人防火クラブの皆さんとか、消防署、消防

団の方と一緒に防火訓練をされていると思います。そういったシミュレーションをまず行

う、やってみるということです。 
 いちばん難しいのは地域でのコミュニケーション。この地域でのコミュニケーションは

かなり難しいです。先ほどの先生のお話にもあったように、やはり１つのところに集まっ

て、みんなでお話をする。いろいろな世代の者が集まってお話をする。実際は、これは非

常に難しいです。どのようにしてみんなを集めて、どのようにして会議をして、どのよう

にしてコミュニケーションをとるか。そのコミュニケーションについて、いちばん難しい

ですというお話をしたいと思います。 
 では、このようなことを踏まえて、実際にどのようなことを地元で行えばよいのかとい

うのが１件ですが、ちょっと事業例を見て、ご説明させていただきます。 
 これは、笠岡ＪＣさんの事業です。これは 2010 年に行われたＪＣフードフェスタという

事業を、笠岡の方々はご存じですか、太陽の広場のいちばん西側の広場で開催しました。

この事業は、笠岡ＪＣさんは一生懸命考えて事業を開催されております。笠岡ＪＣさんは、
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基本的にまちづくりというのを基本に、個人の自己収益とか、奉仕とかといったものを進

めている団体です。そういった笠岡ＪＣさんが開催した事業ですが、食のフードをかけて

フードフェスタ。わかりますか。わからないですよね。このＪＣの甘いところですよね。

フードというのは、笠岡のフグです。食べる、食、フードです。ということで、２つをか

けてフード・フェスティバルという事業をしました。ここまで説明しないと、実際にわか

らない事業です。 
 簡単に説明していきますと、この会場はブースがたくさん出ていますね、こういったブ

ースを出したりとか、笠岡の風土を活かした写真コンテストとか、地元のこういったクラ

ブ、これはモーターパラグライダーですかね。同好会の方にお願いして、上空から飴玉を

みんなに配ったりとか、そういった事業をしました。この事業ですが、笠岡青年会議所は

いろいろ苦労して、いろいろなことを考えていらっしゃいます。先にもちょっとお話しし

たコミュニケーションとか、そういった楽しい事業をしていくということですが、まずは、

この事業を開催するに当たって、参加者はもちろん、主催者側です。ＪＣの中でも楽しん

で事業をしていかないと、楽しい事業にはならない。 
 これは皆さんご存じだと思います。笠岡ＪＣさんは、今お話ししたのですが、皆さん経

験があると思うのですが、大体ご夫婦でデパートとかに買い物に行きますよね。彼氏、彼

女でいいのですが、ウィンドウショッピングをしながら、奥さんが「きれい、この服、こ

っちの服もきれいだ、こっちの服もかわいい」と、またさっき行った店に行くのです。そ

この服を見て、これもかわいい。とどの詰まりは、だんなさんに「この服、どう？」と聞

きますね。そうしたら、だんなさんは「うん、似合っている」と簡単に言うのです。奥さ

んはこう言います「あんたは人の話を聞いておらへん」と。よくこんなことを言いません

か。言われませんか。結構こういうのを言われるのです。これは何でか。女性が悪いわけ

ではないです。基本的に価値観の違いなのです。 
 イベントもそうです。こういったフード・フェスティバルをすると、基本的に、お子さ

んも来られる、年配者も来られる、もちろん若者も来られる。そうした中、１つの事業を

する上で、３者の中でいちばん楽しめる、一緒に楽しめる事業をしたらいいのではないか

という、笠岡青年会議所、笠岡ＪＣの人は考えました。そこで、フード・フェスティバル

ですから、先ほどもあったように、いろいろな食べ物が出ています。大人の方、年配の方

は、食事をしたり、いろいろなものを食べたり、いいですよね。子どもさんは違います。

子どもさんは、ちょっと食べたらおなかがいっぱいになって、「お母さん、帰ろう、おじち

ゃん、帰ろう。もう帰ろう。暑いから帰ろう」というふうにいつも言うのですよね。 
 そうなると、ＪＣさんは考えました。あそこの芝生の上に大きなプールをつくって、子

どもたちをここで遊ばせてやろうと。でも、笠岡のフードと関係ないじゃないかと理事会

に怒られるわけですよ。そうしたら、ＪＣの委員長は考えました。だから、こういうのを

つくったのだというふうに、わけのわからない理由をつくるのです。こんなプールをつく

りました。そうすると、お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあちゃんが、食、ご飯

を食べながら、笠岡のフードを食べながら、体験している間に、子どもさんは今度はプー

ルで遊ぶ。もう一日じゅう遊んでいました。これがうちの息子と娘と一番の下のですが、

もう一日じゅう遊んでいました。しまいには、おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、

お母さんは、「もう帰ろう」と言うのですよ。そうしたら、もうこのフード・フェスティバ

ルは、皆さんが長時間来ていただいて、体験できて、遊べる。主催者側も一生懸命遊んで

いました、楽しんでいました。 
 ここにあるのは、しゃこカレーです。笠岡の魚、シャコ。シャコを利用して、カレーを

つくってみようといったのですが、なぜか名前が「しゃこの海岸物語」。全然受けませんね

（笑）。こういう形で、「しゃこの海岸物語」とか一生懸命考えました。もう１つ、これは

笠岡ＪＣさんのメンバーの方が考えて、笠岡でひとつ名物のスイーツをつくろうではない

かという形で一生懸命考えますね。笠岡べいふぁーむ「牛フンシュークリーム」、何だ、こ

れはと。聞いたのです。何でこんなスイーツにするかと聞いたら、笠岡と言えば、あのダ
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イカンパク。ダイカンパクと言えば、牛でしょう。牛と言えば、牛フンです。ベイファー

ム牛乳ですよね。ところが、牛フンと取った。おかしい。聞いたのです「何で牛フン」な

のですかと。「すみません、ベイフーム牛乳を使っています」と言う。そうじゃないんだよ

と。 
 結構楽しみながらこれをつくって。当時、これは試作品ですが、当日は扱ったので、牛

フンシューアイス、中にアイスを入れただけですが、牛フンシューアイスになって、当日

は３倍したそうです。結構たくさん売れたみたいで、やれやれと。地元のケーキ屋さんに

お願いしてつくったのですが、そのケーキ屋さんも、やれやれという感じで、無事に終わ

りました。ＪＣさんも、こういったいろいろなみんなが楽しめるといった事業を考えて、

みんなと一緒に取り組む事業をしております。ことしもいろいろな事業を考えられている

みたいなので、協力のほうをよろしくお願いいたします。 
 引き続きまして、楽しくつくる事業パート２ということです。私は、今井地区のまちづ

くり協議会の事務局をしております。事務局をしているのですが、このまちづくり協議会

には一部、まちづくり協議会の部会のほうを楽しくやっております。特に避難訓練、焚き

出し訓練ですが、防災部会という部会がありまして、この部会で、皆さん、危機感を感じ

ようという形で、ＤＶＤをみんなで見ようやということになりました。そこで、担当職員

の方にお願いして、ＤＶＤを危機管理室から借りてきて、みんなでＤＶＤを見て、やはり

危険なのだなと、今ごろ気づくなという感じで思ったのですが、皆さんと見て危機感をあ

おりました。 
 では、どうするか。焚き出しをしようという形で、また危機管理室に行って、非常食で

すか、お湯を入れてできるやつを部会でみんなでやってみました。結構時間がかかるかな、

結構おいしいかなという感じで、みんなで楽しみながら部会を開催していきました。 
 次は避難訓練実施中です。こういった形で、また次のリーダーを育てていかなければい

けないということで、今井地区を３つに分けました。３つに分けて、その３つの中から１

人ひとりリーダーを出していただいて、そのリーダーをもとに避難したり、避難されてい

る方を補助したり、あと、焚き出しをしたり、そういったことをやりました。 
 また、こういった写真ですが、まちづくり協議会では広報部会というのを設置しており

ます。広報部会の中には、地元で写真を撮るが好きな方を配属していただいて、写真を撮

ってくださるわけで、この方も楽しみながら写真を撮ってくださる。非常に助かります。

あと、こちらの今井消防団には、早朝から広報活動をしていただいたり交通整理をしてい

ただいたりとか、そういったことで協力していただきました。 
 また、本部の小学校は、校長先生が防災対策部会に所属しておりますので、貸してくだ

さいと言ったら快く貸していただいて、官公一緒に防災訓練を開催いたしました。最後に、

この地域別防災マップの作成という形で、防災マップをつくって、一生懸命みんなで、お

子さんも、小学生も、一般の方も、みんなが覚えていない、通学中はこんなところが危険

だというのを、１人ひとりに地図に記入してもらいました。その地図を、今井地区まちづ

くり協議会で集めて集計したものを、各戸に配布という形で今考えて進めております。そ

ういった形で、今井地区まちづくり協議会は、地域の各種の団体の中をとりまして、１つ

のことをやっていこうという形で事業展開しています。 
 また、先ほどもお話ししたように、公民館、小学校、地元企業、駐在所の方も参加して、

１つの事業を開催していきました。 
 そうすることによって、さまざまな気づきとかが生まれてきます。人が集まることによ

って、さまざまなコミュニケーションが始まります。コミュニケーションが始まったら、

必然的にやはりいろいろな地域の話題とか等が出てきます。そういったものをお気にとめ

て聞きとめていけば、どんどんいいまちづくりになっていくと思います。 
 最後に、理想のまちづくりということを書かせていただきました。この理想のまちづく

りということですが、地元では、もっとコミュニケーションか必要です。先ほどもお話し

したように非常に難しいです。コミュニケーション、話し合いをもっとしましょうよ、あ
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と年配者の支援が必要ですよと。年配者の支援が必要と言いますが、確かにそのとおりで

す。私が、例えばこんなことをするから、みんな地域の人が集まって、旗を振っても、だ

れも集まってきません。しかし、こういった年配者の方に、悪いんだけれども、こんなこ

とをしたのだけれども、人は集まらんじゃないだろうという形にしていくと、その人がす

ぐに人を集めてきてくださいます。それはもう年配者の力だと思います。 
 また、地元の若者の発想が必要と書いてありますが、先ほどの先生のお話にもあったよ

うに、そういった若者の発想というのが非常に時代に合った発想を持っておられる。そう

いったものを年配者の方が協力して力を出していただいて、事業を行えば、すばらしい事

業が行えると思います。ということは、年配者の力も基本的には必要ということです。 
 あと、地元団体、企業の協力が必要という形で書いていますが、皆さん、企業が、実際

にこういったまちづくりをしていく、大もとは地震が起きたときにどうするかという話だ

ったのですが、災害が起きたときに、企業だろうが、一般市民だろうが、学校だろうが、

笠岡市が全くもう関係ない状態で、そういった震災地域にいますと、笠岡市が何もしてく

れなくて、困ってしもうたと言っている場合ではないです。まずは自分の地域は自分で守

る。そのためには何が必要か。さっき言ったようにコミュニケーションが必要だよ。みん

なで何かしないといけないですよ。そういったことをするためには、さっきも言ったよう

に、コミュニケーションをしよう、話をしよう、何かしようということが挙げられると思

います。 
 具体的に話をまとめますと、地元で世代を超えた人たちと何かをやってみる。そうする

ところにコミュニケーションが生まれますよ。失敗しても、そのプロセスが大事ですよと。

今までこうやって事業の説明をしてきましたけれども、事業をこういうふうに、その事業

をすることによって、さまざまなコミュニケーションがとれる。話したことがない地域の

人とでも話ができる。そういったことが、事業をする、何かをする、何かをやってみる中

で、コミュニケーションが深められていくのではないかと思います。 
 最後に、これは本当に最後ですが、私はまちづくり協議会に去年の４月から配属されて、

一生懸命自分なりにやってきたのですが、地元で話す機会がすごくふえました。もちろん

年配の方を初め、奥様方を初め、子どもを初め、いろいろな話をすることができました。

でも、そういった中で、きょうは会長さんも来られていますけれども、会長さんは僕のと

ころへ電話してくる。「山下君、柿を食うか」と話をしてくるのです。そうしたら、会長さ

んが柿を持ってきてくれるのです。そういったことも、こういったことがないと、やはり

話ができなかった。でも、よく会長が怒るのです。でも、怒られるということは、そうい

ったコミュニケーションがあるから怒ってくれるのであって、そういうコミュニケーショ

ンがないと、そういうことすらないです。 
 やはり僕自身が感じたコミュニケーションのあり方、地域の大切さ、お話ということが

大切だと思いますので、皆さん、地元に帰って、少しコミュニケーションをとって、地元

の方とお話をするとかそういったことをしていけば、何と防災に強いまちづくりが自然と

できてくるというお話でした。 
 本日は長々とありがとうございました。 
 
（司会） ありがとうございました。今井の地域でＪＣの活動を活かしながら、まちづく

り、防災に強い地域づくりをやっていらっしゃる山下さんでした。拍手をお願いします。 
 
③「まちづくりの中でのコミュニティビジネス」 
ハーモニーネット未来子ども劇場笠岡センター 宇野均恵 氏 
（司会） 次は、「まちづくりの中でのコミュニティビジネス」ということで、皆さんは、

子ども劇場の笠岡センターということでおなじみだと思いますけれども、このたび、ハー

モニーネット未来子ども劇場笠岡センターと改名ということです。そこら辺も含めて、宇

野さん、よろしくお願いします。 
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（宇野） 皆さん、こんにちは。ハーモニーネット未来子ど

も劇場笠岡センターの看板娘、宇野均恵と言います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 
 きょうは、パンフレットを３つと、「幸せな笠岡をつくる

まちづくり」というレジュメを用意しております。それと、

このパワーポイントと一緒にあわせてごらんください。これ

がうちの事務所です。これは西の浜にあって、前の岡山県製

麺製造工業協同組合という事務所を笠岡市から貸してもら

っています。ちょっと珍しい建物で、でも、もうペンキがは

げて、ちょっと見かけが悪いのですよ。私が「ペンキがはげ

て」というふうに言うと、ある男性から「宇野さん、はげと

言いなはんな、むけたと言うて」といつも言われているので

すが、これかは塗り直したいなと思っているきょうこのごろです。 
 先ほど言いましたように、ハーモニーネット未来というふうに名前を変えたいと思って

います。 
 沿革をちょっと書いてみました。1987 年に、子どもたちの心豊かな成長を願い、発足い

たしました。もう早いもので、ことしで 25 年になります。25 周年です。私の人生の半分を

ここに費やしているということになります。1999 年に法人格を取得して、活動が、いろい

ろな人との出会いによって広がってきましたので、子ども劇場という言葉が似つかわしく

ないということで、今「ハーモニーネット未来」というふうに名前を変えようとしていま

す。今まだ２つの名前で出ておりますので今は使い分けていますが、この 25年の総体では、

定款も変えていきたいと考えております。 
 私たちは、いろいろな事業を今積み重ねているのですが、このごろよく思うのですが、

事業は、便宜上、行政でも、国土交通省、厚生労働省というふうに分かれている、いろい

ろな事業でも分かれているのですが、それは便宜上で分けているので、私はすべてつなが

っているというふうに、このごろとてもよく思います。人間が生きていく営みは、いろい

ろなものに分かれるのではなく、すべてつながっているのだなとこのごろはとてもよく思

っています。 
 活動の目的ですが、子どもということだけではなく、「すべての人をとりまく」というふ

うに定款も変えてみています。「すべての人をとりまく」、「子どもの豊かな成長と、安心し

て生活できる地域社会の創出」というふうに思っています。 
 現在の活動のコンセプトは、今を生きるすべての人が、自分らしく尊厳をある生活がで

きる地域社会の創出。そして、ＮＰＯ法人として、社会課題の解決や、情報発信、また安

心して生活できる地域社会をつくるコーディネーターを目指すというふうに、今、力を入

れて活動を行っております。 
 では、どんな活動をしているか。本当に活動が広がってきております。体験活動の企画・

推進ということで、これは体験活動、文化体験、自然体験、生活体験というふうに行って

おります。 
 それと、豊かな生活環境の企画・推進及び支援ということで、本当にこれもたくさんの

事業をやっているのですが、きょうは 10 分ということで説明ができないのですが、あとで

このレジュメと年間パンフレットをごらんください。それと情報発信です。子ども劇場新

聞やホームページ、そして笠岡子育て情報サイトの「ＨＡＰＰＹ♡ＨＡＰＰＹ」ナビという

ふうにネットを通じても多くの情報を発信しておりますので、それもぜひ見ていただけた

ら、とてもうれしいなと思います。 
 きょうは、居場所、幸せなまちをつくるということでは、私たちは、本当に一端なので

すが、自分が自分らしくいることができる居場所というのが必要ではないかというふうに、

きょうは居場所を求めてみました。先ほどまちづくり協議会という話がありましたが、人
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が集まる、人の縁、血縁、地縁、本当に大切です。今は、地域が希薄になったということ

で、まちづくり協議会というようなものもできてくるわけですが、地縁です、人の縁がだ

んだんと希薄になっているのではないかというふうに、私は感じてなりません。人の縁で

すが、血縁は切っても切れません。地縁、人が住んでいる縁も大切なのですが、その２つ。

血縁も地縁も希薄になっている現在に、私たちが大切にしていきたいなと思っているのが、

居場所というか、選択。人間は、自分が心地いいと思うところを選択していっているので

はないかと思っています。その求めるところも、興味とか、テーマに分けて、人が集まっ

てくる、そういうところで、ありのままの自分でいることができる場所というのが必要で

はないかなと。 
 なかなか人間は自分が自分らしくありのままで生きる、その心を折るというところとい

うのは難しいのですが、ありのままの自分で生きるというところがいちばん幸せではない

かなというふうに私は今感じております。そういうところを人は選択していく。だから、

その選択縁というのを大切にしていきたいと思っております。 
 では、居場所というところですが、自然体験です。また一緒に行う自然体験、それと生

活体験事業です。これは科学の祭典、毎年、海の日に行っている科学の祭典の写真です。

それと文化体験事業、年に５回ほどの舞台鑑賞活動事業です。それと、子育てひろば「あ

おぞら」は、０、１、３歳の在宅の子どもの居場所です。それと、笠岡市の大井児童館の

ほうでも、笠岡市の子育て支援事業を行っております。それと、子どもの居場所です。休

日や長期休暇の安全・安心な子どもの居場所「かさおかあそびパーク」というのを、今、

土日や長期休暇に、笠岡市緑道という公園で行っております。それと、地域の社会資源、

人材を活かした休日の居場所づくりというので、これは大井児童館のほうで子ども夢基金

のお金をいただいて、行っております。 
 それと、心の居場所 チャイルドラインかさおか。皆さん、チャイルドラインというの

をご存じでしょうか。知らない？ これは全国統一バンド、フリーダイヤル化で、毎日、

４時から９時まで開かれております。４時になると、本当に全国から電話が鳴り始めます。

９時までずっと鳴っている。それをたくさんの電話を我々は見てあげたいからということ

で全国で。岡山県には、チャイルドラインおかやま、チャイルドラインかさおか、チャイ

ルドライン津山という３カ所の受ける場所があります。本当に子どもたちが電話をどんど

んかけてくるのですが、その中で、いかに現在の子どもは周りに気を使いながら生活して

いるかということが、とてもよくわかります。お友達や、そして親に気を使って生きてい

るというのが、とてもよくわかります。 
 それと、発達障がい・障がい害児親の居場所「ぴゅあそーる」‐というのを、毎週火曜

日に、子ども劇場笠岡センターの２階で行っております。そこには、専門家である長年障

害児教育に携わってきた先生を講師として招いて、本当にもう気楽に来ることができる居

場所の提供をしております。 
 それと、シングルママ・シングルパパのための居場所ということで、今はシングルママ

やシングルパパがとてもふえていますので、「ぽけっとリンク」という名前をつけまして居

場所を。これもお食事会です。子ども劇場はいろいろなことで食べる場面というのがとて

も多くあるのですが、これも月に１回のお食事会で、同じ気持ちを共有し合うというよう

な場をつくっております。 
 それと、ふれあいひろば「虹」は、高齢者から､障がい者、若者、そして小さい子、また

親も、だれでも来てもいいよという居場所をつくっています。現在は、西の浜の事務所と、

園井会場、大河会場、富岡会場という、民家を貸していただいて、笠岡市で４カ所、この

ふれあいひろば「虹」を開催しております。親子から、高齢者、障がい者、若者、この、

だれも来てもいいよというふうにしているところは制度にはないです。介護保険であると

か、自立支援とか、いわゆる制度には、横断的にだれもが来てもいいよというのは制度に

はないので、私が今いちばん困ったなと思っているところが、制度にないところにはお金

が出ないというのがもう身にしみてわかっております。だから、制度にのっとったことを
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しないとお金が回らんなと思いながら、でも、この子育てひろばであるとか、ふれあいひ

ろばであるとか、そういうところの相乗効果というのは、とても大きいものがあります。

レジュメのところに相乗効果というところでまとめてありますので、どうぞ、それも見て

ください。 
 それと、これも居場所、地域生活支援事業、障がい者に日中一時支援事業というのも、

小学生の放課後児童クラブ、学童保育と同じように、居場所ではないかということで、こ

こに掲げております。 
 異業種交流しゃべり場「Ｍ＆Ｕ」というのを開設しております。この「Ｍ＆Ｕ」という

のは、マサエ・ウノではなくて、しゃべり場「守屋・ウノ」で開設をしています。この異

業種交流は、いろいろな仕事の人が集まってくるというのは、とてもすてきなことで、影

響を与え合うし、刺激し合えるということで、この異業種交流の、これも、しゃべり場と

いうことで、食べ放題、飲み放題の居場所です。これを大切にしていきたいと考えており

ます。 
 幸せな街をつくっていくためには、みんなでネットワークを組み、協働していかなけれ

ばいけない。当然のことです。ということで、ここはネットワーク、協働です。 
 それと、人がつながることのメリット。私は本当にふれあいの場をつくりたい、いろい

ろなところにつくりたい。興味がある人たちが集まってくるふれあいの場をつくりたいと

思っているのですが、人がふれあい、つながることによって、信頼関係が出てきます。信

頼関係ができて初めて、「私な、ここをもっと」という社会課題が浮き上がってきて、大半

は聞いてあげることだけで解決するということも多いのですが、行政、専門機関と連携す

ることによって課題解決ができる。それで、地域の中に気持ちのいいコミュニティ（ふれ

あい社会）の構築をしていって、助け合う社会の実現をしていくというふうに考えており

ます。 
人と人のつながりというのは、「支援するもの」「されるもの」というようなおこがましい

ことではなく、私にとってかけがえのないつながりをつくっていくということです。１人

でもいいから、「私、こんなことに困ってとるのよ、長けて」という信頼関係の構築をして

いきたい。何回も繰り返しますけれども、気持ちのよいコミュニティの広がりが、安心し

て生活できる地域社会の創出、いつまでもこのまちで暮らし続けたい。そのようなすてき

なまちをつくっていくのは、みんなでつくっていかなければできませんので、みんな一緒

で幸せなまち笠岡をつくっていきましょう。 
 ご清聴ありがとうございました。 
 
 
④「まちづくりとＳＮＳ」元気笠岡推進協議会 福井敬司 氏 
（司会） ありがとうございました。長年の経験でクリアーにまとめていただきまして、

ありがとうございます。また、地域の協議会の皆さんにつきましても、いろいろな事例と

かそういうのを、先ほどの山下のも含めてありますので、地域のこういうリレーをどんど

ん使っていただきながらというような形で、参考にしていただければいいなと思っていま

す。 
 次の元気笠岡推進協議会の件について、ちょっとご説明いたします。平成 20 年、21 年に

笠岡市で担い手育成事業というのを国土交通省より支援を受けまして、２年間やっており

ました。その１つの活動団体として、この元気笠岡推進協議会ができまして、当初は、一

部の商店街、それから島、それから中山間と、３地域連携ということで、商店街を舞台に

していろいろな事業を進めていくということでやっておりました。 
 その中でいろいろ事業展開をしておりまして、このときに、全国のつながりの中で、宮

城県南三陸町ともつながりができまして、それ以降、震災以降も、商店街同士のつながり

から、地縁をしている活動につながりました。実際に、普通、支援というと、お金を支援

というのがそれぞれですが、笠岡の商店街と南三陸の商店街はつながっていましたので、
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直接的に向こうに行って顔を見ながら支援をするという顔の見える支援が始まりました。

この支援を通じて、地域での輪を含めて、そういうことやりまして、人の輪とか、あと小

学校、中学校とか、そういう地域での復興支援の活動も、この南三陸支援にあわせて行っ

ていくような形で、だんだんだんだん輪を広げていっております。 
 きょうは、「まちづくりとＳＮＳ」ということでちょっと聞きなれない方もいらっしゃる

と思うのですが、今、フェイスブック等を使いまして、きょうも、この会議は大体半分ぐ

らいはフェイスブックをされていらっしゃって、その縁で来ていただいている方もいらっ

しゃいます。そういうことで、日常的にそういう活動をフェイスブック等を通じて見る中

で、いろいろな事業を、こういうイベント立てをして、皆さんに集まっていただきながら、

共有するということも進めております。 
 それでは、福井さんのほうに。よろしくお願いします。 
（福井） 皆さん、こんにちは。元気笠岡推進協議会、そして「明日への架け橋 Kasaoka」
事務局をさせていただいております福井と申します。よろしくお願いいたします。 
 まず、私どもが、元気笠岡推進協議会というものを設

立しまして、私もその中で事務員として動かせていただ

いたのですが、2008 年から現在に至るまでの活動の報告、

また、まとめを、簡単に説明させていただきたいと思い

ます。 
 まず、この活動のきっかけとなります元気笠岡推進協

議会のお話をさせてください。2008 年に、国土交通省さ

んの担い手育成事業を実施するために、元気笠岡推進協

議会というものが発足いたします。この事業におきまし

ては、笠岡の中山間部、島しょ部、それから商店街です

が、駅前地区が、連携して活性化事業を行いまして、人

材の育成を図ろうという目的のものでした。 
 事業といたしましては、商店街の再発見のための街歩

きとか、地産地消、笠岡のうまいものツアー、あるいは子どもたちの教育の場の育成、こ

ういったものを駅前商店街を舞台といたしまして、活性化事業を行っていくことになりま

した。また、ちょうどこの辺のを見ていただいたらよろしいかと思うのですが、この事業

の中で、商店街振興という目的がございますので、全国物産展や朝市といったものを笠岡

商店街で開催していくことになります。全国物産展では、他所の会場、例えば酒田とか、

そんなところへも、こういう笠岡の物産を持っていきまして販売する。それをお互いに地

区をめぐりながら、笠岡の商店街の発展、活性化を図っていこうという目的で行ったもの

です。 
 この物産展の形が発展していきまして、ぼうさい朝市というものに、まとまってまいり

ます。こちらが笠岡の商店街で初めてやりましたぼうさい朝市の様子ですが、ぼうさい朝

市というのは、万が一の災害時に、全国のネットワークを組んだ商店街が、連携して助け

合っていこう。そのために、日ごろから全国各地で市を開きまして、救援物資に見立てた

特産品を幾つか持っていって参加して、各地域の人たちと交流を図っておこうと、日ごろ

から練習しておきましょうねという企画でした。 
 我々がぼうさい朝市に取り組むに至るまでの活動の考え方は、地域づくりにかかわる既

存の組織が集まって、組織の中の人たちで連携しながら、地域活性化を進めていくという

考えでございました。そして、事業を行うフィールドは、もちろんそれにかかわる人たち

の住む街ということです。この考え方は、百縁商店街の地元活性化ということに分かれて

実践していくことになります。 
 ところが、ぼうさい朝市を実施することで、全国の地域とかかわることで、みずからの

地域づくりや、まちづくり、あるいは防災を考えていこうという最初のちょっとしたアイ

デアのきっかけになったという話であります。 
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 ぼうさい朝市の事業を進めております中、2011 年３月 11 日に、ぼうさい朝市に参加して

おられましたメンバーの南三陸町の商店街に、未曾有の大災害が襲いました。この災害を

受けて、このぼうさい朝市のメンバーは、日ごろからそういう訓練をしておくということ

が目標でやっておりましたので、すぐに動くことになります。 
 こちらは、災害直後に酒田市の商店街と、ぼうさい朝市のネットワークの全国の商店街

の手助けを受けて、緊急支援に入ったところです。元気笠岡では、商店街の皆さん、そし

てご協力いただいた、海社さん、子ども劇場さんたちと話し合いまして、震災直後に、ぼ

うさい朝市の仲間である南三陸町のほうに顔の見える震災支援をしようということになり

まして、お互いに連携して、笠岡希望プロジェクトという名前のもとで震災支援活動を立

ち上げました。 
 笠岡希望プロジェクトは、社会福祉協議会さんより１年間の支援事業としてご支援いた

だきまして、車を出していただいたり、人的・経済的支援のもとに、震災活動を進めてま

いります。３月 24 日には、笠岡希望プロジェクトとして、初めて直接災害直後の現地に入

りまして、緊急支援物資を運んだり等をいたしました。物資の支援が最優先された震災直

後から１カ月ほどが過ぎましたときに、南三陸町では、福興市という市が立ち上がりまし

た。希望プロジェクトは、この福興市に参加して、その支援活動を通して、物の支援から

人の支援というものがいかに大切かと考えるように変わっていくようになります。こうし

て、笠岡希望プロジェクトは、福興市を１年間、毎月、福興市に行きまして、支援行う活

動を始めました。 
 ぼうさい朝市から学んだことは、明確な目的を持って、常に交流がある人的ネットワー

クは、緊急時に本当に動くのだと。私はやっているときには、そんな地震なんかはあるの

かねとかいう話でやっていたのですが、いざ現実に起こってみると、全国から南三陸町に

向けて、支援ネットワーク、ぼうさい朝市ネットワークからの支援を行うという実際の行

動が起こりました。こういう人のネットワークのつながりの大切さを改めてそこで勉強し

たことになります。 
 そして、回を重ねるうちに、現地に入って見ること、学ぶことが、とても大きいことに

気がつきます。そこで、できるだけ多くの人に被災地入りしてもらいたいという意見が多

く上ってくるようになってまいりました。 
 そして、１年間の活動が、１年目の３月 11 日をもって一区切りつくることになります。

３月 11 日の節目におきまして、「笠岡からの祈り」と題しまして、１年にわたって、人的・

経済的支援をいただいておりました補助事業の期限が終了いたしました。 
 この活動をこれからどういう方向で継続するのかという大きな課題が残ったわけです。

これを「笠岡からの祈り」の追悼式の出席者の皆さんで話し合いました。その話し合いを

踏まえまして、仲間の輪を広げて理解をいただきながら、‐‐‐‐をつなぎ、みずからの

手で震災支援をしましょう。そして、震災支援をしたいと思う人を助ける団体、支援した

い人を支援する団体をつくりましょう。そして、その団体は、門戸を広く開きまして一般

の人たちでも参加しやすい、支援の輪をつくるための団体になろう、こういうふうに決め

られました。 
 このような経緯で、「明日への架け橋 kasaoka」という団体が、９つの団体のご参加で設

立されました。会長がキャンドルナイト実行委員会で、商店街にもいろいろお力を添えを

いただいております中村さん、そして、副会長は、もともとの笠岡希望プロジェクトで活

動されておられました加藤さんをお迎えいたしまして、実際の活動を開始することになり

ます。 
 大体、組織としてはこんな感じで、いろいろな活動団体が集まって「明日への架け橋

kasaoka」という団体をつくります。そして、その団体で、笠岡希望プロジェクトが実施し

ておりました福興市への支援、福興ワゴンを続けて支援しましょう。１人でも多くの人た

ちに被災地を見ていただいて、感じたことを地元の防災やまちづくりに活かしていただき

ましょう。こういうふうに決めて、行っております。 
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 実際の行動は、こういった人たちにどのようにアピールするかという話も出てまいりま

して、ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）という、特にフェイスブック

というものを利用して、ＳＮＳに明るい会員の中からフェイスブックを利用したらどうか

という話が出てまいります。結果は、それを利用して多くの方々に接することができ、幅

広く招待する機会を得ることになりました。先ほどお話がありましたように、今の会場で

大体 50人ぐらいの方がフェイスブックを経由してご参加いただいているということを聞い

ております。 
 ソーシャル・ネットワーキング・サービスというのは、インターネット上で人と人との

つながりを促進、サポートする、そういうコミュニティ型の会員制のサービス。中でもフ

ェイスブックは８億人レベルの参加者を誇る世界最大のネットワーク・サービスになって

います。そこには、私たちは、フェイスブックを経由して、従来型の打ち込みや、紙媒体

での情報を、２通りで情報を流していこうと考えました。フェイスブックによる伝達と従

来型の伝達の違いですが、フェイスブックによるものは、そのフェイスブックのページを

見ることで、過去から現在に至るまでの活動内容が簡単に把握できます。そして、個人の

フェイスブックユーザーによる情報伝達は、私が思っていた以上に非常に早くて、参加者

がそれぞれ自分のフェイスブックにおける個人的な活動の中から、話題が広がっていくと

いう効果を得ることができました。 
 結果、既存のネットワークと、それから新しいコミュニティのつくり方といったインタ

ーネットのネットワークの２通りが我々の一員として活動していただくことになりました。

そして、我々が掲げていた震災支援という非常にわかりやすいプラットフォームを通して、

その２つの種類の皆さんがご参加いただいて、実際に東北へ行って、現場で一緒に働く。

こういったことを行うことで、これらの本来２つに分かれているチームが、１つのチーム

としてきちんと機能していったのではないかと考えております。 
 時間がなくなってまいりましたので、足早にいかせてください。 
 結果は、このようなことになっております。浴衣を送ろうプロジェクトというので、全

国から 3,000 枚近くの浴衣を三陸のほうに送り、そして、フェイスブックの中で集まって

きた人たちによって発送されるとか、こういう現地へ行っての着付けといったものができ

ております。また、そういった皆さん、そしてあらかじめそういう活動をしていた皆さん、

そういう方が集まって、復興支援のコーナーを商店街で行う。あるいは、学生の方が福興

ワゴンで現地に参加していただいたり、こういった地元での催しに復興支援のブースを貸

していただく。あるいは、マフラーをつくったらいかがですかと言っていただいて、その

つくり方の指導までしていただいて、そういうつくったマフラーを送るとか、学生の皆さ

んに募金に協力していただく、こういった活動になっております。 
 これは、皆さんが福興ワゴンで現地へ行く前に、会合を開いたり、反省会をしていると

ころです。支援活動を通じまして得られた気づきを、我々は今後どのように地域防災への

取り組みや地域活性化への取り組みに活かしていくのだろうか。これが今後の課題となっ

て、我々がぜひ実現したいところであります。福興ワゴンは、皆さんもご参加いただけま

すので、どうか皆さんの支援をしたいという気持ちを、この場でお出しいただけたらと思

います。 
 ご清聴ありがとうございました。 
 
（司会） ありがとうございました。これまでの５年間の活動を一括して、短時間でござ

いましたけれども、言っていただきました。どうもありがとうございました。 
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基調講演２ 「人の思い」と「動くこと」が地域を元気にします 

株式会社カルチャーアットフォーシンズンズ代表取締役 中島淳 氏 

 
（司会） それでは、先生にマイクを渡します。よろしくお願いします。 
 
（中島） 皆さん、こんにちは。よろしく

お願いします。中島といいます。有名な先

生と地元の方々の活動に対して、私はもう

何者かという話になるのですが、時間もあ

まりないので、短めに私は言わせていただ

きます。ありがとうございます。本当に私

もしゃべり出したら２時間ぐらいしゃべれ

るので、だらだらやってしまうのですが。

私は、初めての方がほとんどです。先ほど

１人昔のメンバーが来てくれていて、とて

もびっくりしました。 
 まちづくりのお手伝いをしております。

よく「中島さんはまちづくりをやられているのですよね」と言われるのですが、すみませ

ん、私はまちづくりをやっていません。やっているのは地元の人です。これは本当にそう

です。では、私のような者が何をやるかというと、外から来て、それで、地元では気づか

ない点、あるいは外では動きにくい話を後押しすると。それから、どうしていいのかわか

らないというのを形にするお手伝いをしている者です。 
 きょうは、ちょっとかた苦しいお話ですが、結論から言うと、お話の内容の変えていく

と思います。お手元の資料とか、写っていく資料は、かなり飛ばすと思います。すみませ

ん。理由は明確です。もう既に元気です、笠岡の皆さんは。通常、私がまちづくりとか、

活性化とか、そんな話をしてくれと、事務局とご縁がありますのでご案内いただいて、わ

かった、とにかくどうなるかわからないけれども、経験で話をしないでくれというような

話をさせていただきましたけれども、これはまた大幅に変えていきます。 
 ごめんなさい。自己紹介をさせていただきますけれども、経歴なんかはお手元の資料を

見ていただきますが、私はもうひたすらこれなのですよ。何かどうしていいのかわからな

いとか、いや、どうせ何もないからという地域というか人に対して、では、挑戦してみま

しょうよと、もうひたすらこれです。日本の中で、地方で、より多くの挑戦をするために、

人と組織と仕組みづくり。では、主体は一体だれかというところでして、今、行政さんが

来られています。外から、僕のような者も来ています。僕のような者は、主役になれない

し、なってはいけないのです。主体は必ず地元の人なのです。 
 でも、いろいろなワークショップとかを開いて、ここは山崎さんなんかが入っていらっ

しゃるとお聞きしましたけれども、これもやりたい、あれもやりたいと、よく目にします。

ものが違う。こんなことをやったほうがいいか。では、だれがやるのですかというときに、

だれもやらないとかというところになってくるのです。そのだれかをつくるのに、時間が

かかる。ところが、この笠岡の場合は、今の発表でいくと、もう本当に、かなり多くの方

がいろいろなことをされているのがわかりました。 
 なので、私がきょう今からしゃべることというのは、私は、細野さんのような大学の先

生ではありませんし、いわゆる専門家というようなものでもないのですよ。ご紹介すると

すれば、すべて私の周りで起こったこととか、それから私と一緒に事が動いていったとい
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うことです。地域づくりは何とかみたいな話をしようとしていたのですが、それもちょっ

と話を変えていきます。この地域活性化ということを漠然と考えて。皆さん、きょう来ら

れるような方々は漠然としているのかなと思った。いやいや、どうしてどうして、とても

真剣に考えておられます。 
 そもそもこのシンポジウムが始まる前に、この会場で始まる３分前ぐらいに、司会の方

が「そろそろ始めますよ」なんて言っているときでも、ガヤガヤしているのですよ。普通、

行政主催のまちづくりシンポジウムみたいな話になると、結構かたいのです。出席者と言

えば、「長」がつく人、区長とか、組合長とか、大体７割ぐらいが 65 歳以上とか、男性の

方が多いのです。きょうはぱっと見た感じは全然そういう感じでもないし、普通はそうい

ったシンポジウムというと、会場に入られると、皆さん、資料をめくられてシーンとして

いるのです。シーンとされているのを見ながら、これから私は何か話そうと自分自身に、

どうやって盛り上げようかみたいな気合を入れていくのですが、でも、最初から全然気合

なんかを入れる雰囲気でもなく、逆に元気をいただいているというのは、本当の話です。 
 私は、講演会とか、講師というのは、なりわいとしておりません。私は、本当にご縁が

あるところに、ふだんプロジェクトとして携わらせていただいていることを伝達させてい

ただくというだけで、あまり講演とか、こういう形はそんなに本数は多くないので、これ

は勝手にしゃべっているのですが、まず、それに驚きました。本当に、とても元気ですよ。 
 ましてや、たまたまさっきのお休みでいらっしゃいませんけれども、お子さんが、この

会場に子ども２人が座っています。初めてです。私はすごく進歩的なまちだなという印象

を受けました。ご両親、お父さん、敬意を表します。すごいと思いました。よく２時間、

黙っていたなと子どもにも敬意を表しますけれども、連れてきた親御さんにも敬意を表し

ます。 
 この間、山形でやったこんな会議は、お子さんが来たのですが、それは食、カレーフェ

スタというのをやって、ここに来たらカレーが食べられるというので、カレーを食べるた

めに子どもがいましたけれども、こんな最後までまじめな会議にお子さんがいたというの

も、本当に初めてです。 
 それから、手書きのＰＯＰといいますか、見出し。これも、ホテルの前に着いたら、す

ごくかたい形で書くのに、これは全部手書きですよね。これもすべて笠岡を物語っている

のですよ。私のような者がこうやって言うので、私は多分５回ぐらい通うとすれば、回を

重ねるごとに、私の感覚は必ず落ちてきます。当たり前のようになってきます。皆さんを

知れば知るほど、全く感度は落ちていきます。でも、きょう初めて来させていただいて、

いろいろ言わせていただいているのは、これは、例えばほかから、外から来る人とかにと

って、そういう感覚であるということを。皆さんわからないと思いますけれども、これは

本当の話です、とても鮮度が高いです。つっかけを履いているし、また蝶ネクタイをして

いるし、思い思いで行われている。話には聞いていたのですが、この人が守屋さんかかみ

たいな話が、今、本当にそうでしたね。 
 これ自体が、もう既に元気でした。今までの発表、事業を聞かせていただいて、とても

元気です。すなわち、だれがやるのですかという部分がもうあるのです。いやあ、これは

すごいな、勉強になるな。概念だけでも、仕組みとして成立していますね。今のお話を聞

いても、１つひとつはものすごく仕組みとして回っています。そもそもリーダーの存在が

確認されました。とてもいいです。街に行って、これだけ発表会の中で、何々できました

という活動報告会というのはよくあるのです。でも、まちづくりというこういうシンポジ

ウムに対して、いろいろな団体がそれぞれいろいろな活動している。５万人ぐらいのとこ

ろで、これだけ多くのまちづくりに関することをやっていらっしゃるところは、本当に少

ないと思います。 
 ましてや、先ほどの元気笠岡推進協議会でしたか。先ほどの発表でいくと、そもそも国

土交通省さんの事業で推進協議会が立ち上がってと。よくあるのですが、でも、事業が終

わったら、ほとんどの協議会は立ち消えなのです。協議会という名前だけは存続している
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のだけれども、国土交通省さんの事業の年度が終わったら、何かもう終わってしまう。存

続していたり、存続していなかったりするのです。昔はあったなとか、今はあったっけと

か。それが継続して、今の報告のようにやっている。これ自体が、もう既に皆さんは笠岡

の資源です。活動という形のないものが笠岡の資源です。これはもう一回、私のような初

めて来る者が言うので、別に褒めるわけではないので、本当にこれは資源と思ってくださ

い、自信を持ってください。 
 私としては、こんなに元気な笠岡さん。私は結構いろいろなところを回っていますので、

元気なところは結構知っていると思ったのですが、すみません、これは不覚でした、申し

わけありません。私、まだまだです。本当に改めてまだまだだなというのを思います。修

行不足です。 
 私は、東京に事務所があります。きのうは高知へ行きました。その前、今週は大分、高

知と回って、きょうは笠岡です。来週は福島とかに行きますし、いろいろなところへ、東

京に事務所があるので、ハブで、全国へ行かせていただいて、商店街の活性化の話とか、

特産品を何にすべきだとか、観光地にするべきだとか、私がプランニングしたり、私が提

言したりというのはやりません。やはり主体は一体だれなのか。そして、それを実行する

には、どんな仕組みをつくっていったらいいのか。私なんかは‐‐‐‐そのものなので、

私なんかがいなくても、自立していく、回っていくというようなことを一生懸命つくって

います。これが仕組みです。 
 笠岡さんの今の発表を聞いていて、２つ思います。１つは、かなりやる人たちが多い、

そして、実績もある。そして、ノウハウがものすごくあります。失礼ながら、１つ思った

のですが、せっかくこれだけすごいことをやる元気があるのですが、例えば岡山市民がこ

れをどれだけ知っているだろうか。 
 イベントというのはものすごく大切で、まちづくりの起爆剤になるし、それからそんな

人がいたのだという気づきにもなるのですが、イベントではなく、通常継続して、継承し

て回っていかないと、なかなか続かないのです。ということは、外から人にきてもらうか、

物があふれるかという、これしかないのです。外から来てもらってお金を落としてもらう。

これはものすごく、笠岡はこんなに元気なのですが、例えば岡山の人、例えば笠岡で５万

人の普通に暮らしている人たちが、きょうの活動とかをどれだけ知っているかです。確か

にイベントは知っているのです。 
 先ほど先生が事例に出された西小山のミステリーツアーは、イベントをやれば、ここは

何かイベントをやっている。そうしたら、参加することで、このまちを知ることができる

のです。ですけれども、通常の買い物とかというようなことを、どれだけ巻き込めるか。

次の段階で、笠岡さんは、いろいろな人たちがいろいろな取り組みをしていますので、そ

の結果、笠岡というまちは何なんだろうということ。最後の仕上げを、もうちょっと時間

がかかりますけれども、みんなでつくっていけば、何か楽しそうだ。何々が名物らしい。

さっき、食のフードをやられて成功されたと言われています。でしたら、きょう、私がお

りて駅に着いて、バンと伝わってもよろしいです。 
 それから、今の活動の中でも、少しそういうお話に触れている。全然だめだとは言って

いないのです。ただ、やっていらっしゃることはとても多くていいのですが、あとが、こ

ういう形にしていく、全体の形にしていく。これは難しいです。私は論客でも何でもない

です。これを各地で一生懸命つくって、力不足ながら、形になっていないところもありま

すし、ガーッと、ゆっくりですが、形になっていく、実際に回り始めているところもあり

ます。 
 それは、外から来た私のような者でよければ、どんどん利用していただいてというとこ

ろをやらせていただいて。こういうことです。具体的に、何をもってそうなのだと。私も

地域活性化伝道師みたいなかた苦しいのを国からもらっているのですが、すみません、地

域活性化とかいうのは、まあ、本当にいいかげんな言葉ですよ。ごまかせるのです。何を

もって活性化ですか。地域を元気にしようとか。皆さん、元気です、とても元気です。と
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ころが、地域づくりとか、地域活性化という言葉自体は、結構あやふやなのです。だって、

１人で頑張ってやっているということだけでも、それは活性化になる。１つの地区の集落

が頑張っても、それは集落の活性化になるのです。 
 でも、それぞれの目的があるのです。何のために活性化をするのか。その先の部分。皆

さんの今の発表を聞いていると、それぞれ、ものすごく重いと、それぞれこだわりと、そ

して、実績とノウハウがあります。山下さんは盛り上げていましたけれども、初めて知る

団体とかは、横のつながりができ始めたと言われています。そのとおりです。先ほどの震

災という１つの目的に向かって、９個の団体が集まったわけです。笠岡が元気にするとい

うところは、何をもって元気にするか、次の段階です。今まですごいことをやられていま

すので、できれば、次の段階かなと思っていますね。 
 これは素直に言わせていただくのですが、経験から言わせてください。それは、やはり

冒頭で言われたように、何か経済が循環する、お金が落ちていく仕組みです。お金が落ち

るということは、だれが落とすのかということです。多分、都市に対して物を売って、都

市からここに来てもらって、もう１つは、地域の中で買ってもらうとか、地域の中でお互

いに知り合って、参加したり、商店で買い物をしたりというふうになっていくと思うので

す。このパワーの源とノウハウがあれば、こういうふうにちょっと意識をしていけば、い

いと思います。 
 今、商店街の活性化のお仕事もさせていただいています。私はもう分野を問わずに、ひ

たすら仕組みづくりで共通していますので、中には 30 万人都市のシャッター街、やりたく

ないのですが、本当に難しくて、私のような小僧が入ったとて、何となくなっちゃうみた

いにはなりませんけれども、ただ、少しでも仕組みをつくるということで入らせていただ

いたときに、やはり子どもというのは、先ほどの子ども劇場さんのお話は、共通して出ま

す。なので、子どもだとか、これからどういうふうなまちづくりに経済を落とすかを考え

ていくと、ママを入れていくのです。ママが集まる場所を、ママを集めようと思ったら、

どうしようか。ママが集まったときに、空間に集まって、例えば仮に子ども劇場さんのよ

うな熱心な子どもたちを使った体験をやられている活動団体があれば、ママさんは、例え

ば子どもを預けて、その団体が活動している間に、ママさんの自由な時間が。その時間を

もって、商店街はどんなサービスができるか。ここが多分仕組みになっていくのです。組

み合わせていくことだと思います。１つひとつの単独の皆さんの活動はとてもいいので、

先ほど申し上げたような、組み合わせて、経済化行動の起きるような段階に訓練させると、

すぐにできます。もうここまで来ていると思います。これは帰って、笠岡さんに行ってき

たらこんなに元気のある人たちがたくさんいたというのは、胸を張って言わせていただき

たいです。 
 ただ、その先にある、だから、こういうふうにやってきたというような話になればなと

思っています。幾つか私の周りの私が携わったプロジェクトの事例を持ってきたのですが、

地域づくりの話ですよ。なので、もう一回言います。皆さんのお話を聞いて、こういう事

例の話をしても、「ああ」というふうになるのかもしれないです。もう既に皆さんはされて

いますので、この話はやめようと思っています。ただ、変えます。しゃべっていきます。 
 
 きょう持ってきた事例は、１つは、街中の人たちによって地域がどう変わるか、変わっ

てきたかという話と、もう１つは、外から人が来る。私のような者を含めて、外から来た

ときに、外の人を使って、その地域がどう変わっていくかというような話です。どちらか

というと先行しているこの話を、きょうは今からしようかなと思っています。たまたまこ

の内発の動きの一例の中で、ちょっと書かせていただいているのですが、例えばここです。

この事例は、確かに内発の動きで、地域づくりで事例紹介をしようと思ったのですが、ち

ょっと人の話、外から来た人の話で、お話をさせてください。 
 これは日本一小さな百貨店という普通の無名の集落の話をさせていただきます。これは

無名の集落が、ＪＡの売店があったのですが、ＪＡの合併で、売店をやめる、引き上げる。
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ＪＡがやめるといいったら、もう買い物ができなくなるし、みんなが集まる場所もなくな

るということで、残してくれと。まちを挙げて残してくれと言われていたのですが、合併

といいますか、ＪＡの判断で、もう本当にやめたとＪＡは出ていきました。 
 それで、どうなったかというと、だったら、自分たちでやろうと。65 歳以上のおじい、

おばあが、見よう見まねで売店経営を始めたという話です。売店経営を始めた。そうする

と、どうなっていったかというと、どんどん地域に必要なものが見えてきて、自分たちで

仕入れて売る。全然普通の売店だったのを、だったら小さな百貨店で全国発信しようとい

う動きになってきました。「日本一小さな百貨店」ということで、先ほどストックの話があ

りましたけれども、広げた結果、先生の事例じゃないけれども、学生が京都の丹後のほう

に来たのです。これはおもしろい、おれたちも何とかこの百貨店を盛り上げていこうぜと、

ボランティアで来るようになったのです。これは、やる前には想定していません。ただ、

やったら、そうなっていきますね。 
 まず、言わせていただきたいのは、もうぼろぼろなところで、何もないところを「日本

一小さな百貨店」ということにした。自虐的といいますか、１つのコンセプトをつくった

ら、人に伝わりやすいのです。 
 さっきの伝えるということですが、先生もおっしゃったように、私が来て守屋さんに案

内していただいたのが、例のあの日本一暗い商店街です。ここで思いついたのが「日本一

暗い商店街」。これはものすごいですよ。「日本一暗い商店街」だけで、多分人は来ますよ。

何もないのだったら、そこをどうするか。明かりを消して、暗い対応してもいいし、わざ

わざ昼間でもライトをつけながらばーっとやってもいいし、わからないですが、とにかく

人が来るねたがある。 
 それから、例えば日本一でこぼこな道、干拓地なので、ばーっと見たら、きょうバスか

ら見たら、こうなっているのです。これもまた、日本一小さな百貨店みたいに、１つ、こ

この特徴をあらわすような。さっきの牛フンシュークリームもおもしろいし、カブトガニ

もいますし。結構、観光資源ではない、立派なものでもない。でも、人に対して伝えられ

る要素がこの笠岡にはたくさんあるじゃないですか。あるいは、取り組みといいますか、

おもしろさというか、これを伝える言葉が、日本一暗い商店街、でこぼこ道、それから牛

フンシュークリーム、何かおもしろそうな街ですよね。それがまちづくりであり、元気。

それを逆に皆さんどうとらえるか。来た人に対して、どういうふうにするか。日本一暗い

商店街、ごめんなさい、そればかりで申しわけありません。日本一暗い商店街がある街で

食べる何とか。先ほどの食の話も、どれだけそれを結びつけていくのか。でも、つくって

いる人はごっつい元気で明るいですよと。商店街は、中に入ると明るいでしょう。おばち

ゃんとの会話があれば、人は来ますよ。最初の人に伝えるべきキーワードは、ものすごく

笠岡にはあるじゃないですか。これをこういう小さな百貨店ではないですが、外に対して

できればなと。 
 言いたいのは、こういうふうなことをやった結果、学生が来るようになった。このリー

ダーが、実はがんで、ちょっと重い病気にかかられて、去年８月に１回閉店したのです。

そうすると、もう本当に地元も火が消えたようなことになって、本当にどないかしないと

いけない。結果は、どうなったか。学生たち、外から来た会社の人たちが、会社を辞めて、

おれがやるというふうな人が出てきました。それで、この２月からもう一回外部の融資に

より復活します。外から来ます。京大出身の、結構いいところに勤めていた人が、おもし

ろい、おれが会社を辞めて、やるというふうな結果になってきているのです。これもまち

づくりを手伝いましたけれども、やってみないとわからないことということがたくさんあ

って、そういうふうな話です。 
 こういう地区です。どん詰まりの地区です。これは宮崎県の日之影で、私も行ったので

すが、40 分以上かかります。１本道です。１本道でどん詰まり、何もないところです。そ

こに、地元の人が、先ほどの活動と一緒で、まちづくりの一貫として、自分たちで楽しも

うということでチューリップを植えただけで、40 分間かけて、ものすごい人が来始めたの
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です。これは、かえって 40 分間かけて来るということ自体が価値です。行った先、どん詰

まりですよ。往復しなければいけない道です。１本道です。そこに町の人がわんさか来始

めた。最初はチューリップを見に。わーっ、たくさん、こんなところにチューリップを見

に来る人たちが本当にいるのだと驚いたのが、地区側の人。それではということでお土産

を売り始めた。 
 そのポイントは、チューリップはやはりハードです。夏に来たら涼しいよと言い始めた

のです。そうすると、イベントとしてのチューリップを見終わっても、夏に人が来始めて、

涼むようになりました。その結果、こんなようなところですから、当然廃校があるのです

が、廃校を利用した合宿という。どんどんどんどん、やってみて初めて形になってきたと

いうお話の事例をご用意させていただきました。 
 幾つかあるのですが、この話をしていると、ちょっと長いし、あれなので、もう皆さん

やられているので、宝くじ理論と私は呼んで、元気が出る事例をいろいろお話をさせてい

ただくと、「ああ、あそこだから」ねと。先ほどの先生のお話は「東京だからね」とかにな

っちゃうと、きょうは多分皆さんはならないと、絶対にしていないですよね。あそこはこ

うだからと。視察に行っても、表面だけ、今の町ではたしか、ああいった人が動いている。 
 先ほどの先生のお話、それから皆さんの事例発表、共通して大事なのは、プロセスです。

いろいろなことをやってきた結果、そうなのです。このプロジェクトは目に見えません。

目に見えないところに座って見て、写真に撮るのは今の現状しかないですよ。だから、「あ

あ、あそこだからね」という言い方になるけれども、そうではない、そこに至るまでのプ

ロセスを、いかにして多くの人が共有できるかです。 
 先ほどの震災の話は、震災があった、だから集まった。行った結果、こんなことがわか

った。みんな、学べた。いろいろ思いを共通できた。これはプロセスです。これは復興と

いう目的に対して動いたけれども、いろいろな人をお互いに知ることになったら、今度は、

その元気を自分のところにためにどういうふうに使うか。先ほどの防災の話で、それは自

分のために日ごろどう使うかというのは、これから集まってやるべきだと。ここはやはり

リーダーが必要なのかもしれません。 
 そこで、きょうは、外から来た人の事例を申し上げます。外からというのに対して、ち

ょっと言わせてください。これは実際に起こっています。外からというのは、もちろん私

のような者もいますけれども、地元の人は地元にいます。それから、一生懸命一緒にまち

づくりをしようということで、行政さんがおられる。それから、外部の私のような者とし

て、気づかない点とか、外の者だから、動かせてあげるというか、アドバイスできるとい

う第三者がいます。この私のような外の者と、皆さんの間に、もう１つの人たちがいます。

それは、その地域に住み込んで、一緒になってまちづくりをやっていこうという人たちの

存在。これが世の中にふえてきております。 
 何でふえてきているかというと、地域おこし協力隊というような制度や田舎で働き隊と

いようなものです。国を挙げて、その地域に行けと。

行ってくれたら、その間、給与をちゃんと払います

よという制度です。３年間、若者を含めて、地元に

住民票を移して、そこで暮らしながら、３年という

間に、地元の人、例えばさっきの活動している団体

を結びつけたり、それから活動している人たちがで

きない観点で、一緒になって活動員として動いたり

という活動がふえています。これは、さっきの震災

の話もそうですよね。 
 私は神戸出身ですが、20 年弱前の神戸の震災のと

きもそうでした。全国から若者が集まっています。

この間の東北のほうも一緒に行って、聞いてみたら、

もう自分がどう役に立ちたいのか、やってみたい。
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会社に入っていくと、自分がどれほど役に立っているかがわからないと言うのです。神戸

の震災の時点でも、それは既に出ているのです。会社は行っていると。でも、そこで自分

が生かされている、もしくは社会のために何か役に立っているかわからない。だから、来

ているのです。場合によっては、そこで見つかったら、会社なんかはいつでも辞めますと。

私の周りでも、ここのところで、そのまま頑張ってくれる若者がすごくふえています。 
 まちづくりに対しても、そうなのですよ。ましてや、この間、このまちづくりをしませ

んかというフェアをしました。３年間そこの地域に住んで、うちの地域に来てくれる人を

募集しますというフェアをやったのです。全国から 40自治体ぐらいが東京に集まりました。

これに対しては、1,000 人ぐらいの人が来たのです。これはものすごいことです。20 年ぐ

らい前に同じような形で、リクルートという会社の出身なのですが、リクルートという会

社のときに、Ｕターン・Ｉターンフェアというのをやらせていただきました。皆さん、田

舎で住もうというフェアをやらせていただいたときに来た人たちは、どちらかというと、

例えば社会とか会社がもう嫌だから、漠然と地方の暮らしにあこがれているからとかいう

ことで、漠然とした人たちが昔は応募してきました。でも、この間、そういうフェアをや

らせていただいたら、いや、自分は今は会社に勤めているけれども、人生において３年と

いう期間はとても重要で、その間に会社では絶対に学べないことを学びたい、経験したい。

そして、自分がどれだけ役に立つかやってみたいと。こんな人たちが、会場に来て、どん

な自治体がどんなことを募集しているかというのを聞いているのです。 
 １つの例ですが、私もお手伝いしている山形県にも若い者が入りました。何をやってい

るかというと、こいつはものすごく頑張って、結果的にいろいろな賞を取ったのです。最

初に若者がぽーんと行って、そこに送り込むのです。朝日町、地域おこし協力隊制度とい

う国の事業を使って３年間雇ってくれる。立候補制で。何で選ばれたかというと、そいつ

は何をしたか。ぬいぐるみを着ると言ったのです。マスコットですかと。観光マスコット

ですか。あんた、着ぐるみの中に入って頑張るのね、汗をかくのね。もし、そうだったと

すれば採用できませんね。これなら地元でできますと。いや、違うと。新しいキャラクタ

ーをつくることで、着ぐるみだからこそ、ふだんは言えない、地元の子どもも、先ほどの

お子さんの話がありました。地元の子どもも、お年寄りも、だれかに言いたいこと、困っ

ていること、伝えたいことが言えない。でも、相手が着ぐるみだったら、気軽に聞いてく

れる、しゃべるはずだ。外国の何か教会の中にざんげするみたいではないけれども、しゃ

べれるはずだ。外から来て、僕はそういうふうになると。 
 そのことで、地元の課題とか、やってみたいこととか、それから僕では気づかないよう

な、地元の人が気づかないような資源とか、こういうのを発掘したいということで、東京

から乗り込んだ若者が、今は本当にいろいろな賞をかっさらっていって、右は関東のテレ

ビの取材中で、真ん中は小学校の講演です。本当に地域づくりのために大切なことは何か。

何もないと思われているような地域でも、こんなものがあるんだよと、子どもたちに教え

ています。これは外から来てそこに住み込んでいる彼らだからという話です。 
 これは、和田君といって、佐賀県の唐津に入った地域おこし協力隊員です。もともと唐

津では、まちづくりがとても盛んです。でも、ひもといて言えば、地区、地域という問題

で、もう一回ひも解いていけば、やはり買い物難民という問題は、とても深刻になってき

ています。まちづくり活動をやっているのですが、分野が違って、福祉のほうだとかとい

うことで、買い物難民制度をどうしたらいいのかというふうに、行政の内部で。だったら

ということで、私は彼を後押ししていくのですが、だったら買い物制度を考えようと。先

ほど申し上げている仕組みを残そうということで、彼は考えました。 
 結論から言いますと、移動スクです。皆さん、キヨスクってご存じですよね。西日本だ

とあると思うのですが、キヨスクは駅の売店です。１人当たり 10 秒の時間、10 秒以内でさ

ばいていかないと回らない。全く逆で、買い物は宅配をしたりするのではなくて、しかも、

偉いメーカーさんだと、タッチパネル方式で、家にいても便利に注文できるよという仕組

みがたくさん世の中に出ているのです。 
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 実際、支援制度、補助事業を使って、家にパネルを置くという支援をしています。お年

寄りはそれを見て買い物を、きょうはこれを頼もうと。そうすると、翌日なんかに下から

運んでこられるという仕組みが世の中に結構あるのですが、そうじゃないだろうと。考え

ました、考えました。外に出さなければいけない。もし、テレビで家で買い物できるよう

になったら、すごい便利だと。でも、それは外に出なくなるね。 
 意外と、その集落をひもといていくと、まだまだ公民館活動をしている。家から 10 分、

15 分歩けば、公民館にたどり着くというふうになって、だったら、公民館に来てもらおう

と。そこまでは歩いて来てくれと。頑張って歩いてきてくれと。歩いて来たら、10 人から

15 人が集まるわけです。ふだんは嫁さんに車に乗せてもらったりして、車で下のロードサ

イドの何とかフード店とかに行くわけです。買い物はできるのです。でも、そうなると会

話ができないということで、公民館まで歩いてきて、歩いてきたら、そこでお菓子を広げ

て、みんなでワイワイガヤガヤしゃべろうと。 
 そこに、昔の紙芝居屋さんじゃないけれども、皆さん、このとおりスクリーンを広げて、

地元のスーパー、具体的には道の駅ですが、道の駅からスカイプで生中継で、今きょうの

お得な商品はとか流すのです。この司会を彼がやっている。仕組みをつくってやっている。

買い物リストをつくって、書いて、彼に預ける。すぐに道の駅に飛んで、夕方に道の駅が

運んでくる。道の駅は公共事業なので、そのくらいしましょうという話になっている。こ

こからが仕組みです。移動スクリーン商店、略して移動スクとなったわけです。キヨスク

が 10 秒かけて人をさばくのだったら、ここは１時間かけて買い物をしようと。その間、む

だ話でもいいから会話しよう。つまり 3,600 秒、360 倍の非効率な買い物店をつくったわけ

です。これは外から来た若者が一生懸命考えたからできている仕組みです。 
 この移動スク商店は、結構話題になっていまして、多分ニュースとかで九州じゅうでは、

あるいはもう全国。これを遠野方式と、岩手の遠野が今まねをしようとしています。とい

うような形で、彼１人では無理です。やはり地元でまちづくりをやっている人がいて、こ

うやって公民館活動をやっている地元の人と組んでいるから、こうやって人が集まるので

すよね。というようなことで、外から来る人間を、地元の人がどう利用すれば、どんな化

学反応が起きるかという実例です。 
 例えばこれは対馬の島おこし協働隊です。対馬も島です。でかいです。観光客もたくさ

んいます。いわゆる韓国の人が大勢来ているのですが、日本の長崎県です。でも、どんど

んどんどん高齢化が進んでいって、どうしようかというときに、同じく５人の若者たち。

結果的に若者であって、別に上の方でもいいのですよ。その地域がどういう方を採るかと

いうのは自由ですから。外から人が来ることで、デザイニングをやったり、ツアーのツー

リズムを組んだりします。 
 問題は、そういうのは個々でやっているのですが、外から来る人がいることで、自分た

ちのまちづくり活動がつながっていったのです。個々に、もともと島おこし活動をやって

いる団体はいたのですが、こういう外から人が来ることで、つながっていったのです。結

局、対馬に行崖を見たり、お魚を食べたり、結局、そうやって九州関連では結構あるので

す。長崎、五島列島、いろいろ活発です。今までは、わざわざ対馬に行くことはなかった

のです。 
 でも、ここに行けば、こんな若者がいろいろな活動をして、カフェをやったり、それか

ら古民家に案内して、古民家に観光客を住まわせて、お茶でも出したりする。その先は多

分ビジネスになっていくと思うのです。今、彼女らがビジネスをつくっています。そうい

ったのは一例です。いろいろな事例が全国で出始めておりますので、きょうはこういうふ

うにこちらに重点を置いていますけれども、「人の思い」と「動くこと」が地域を元気にす

る。本当に皆さん実際に動かれています。 
 もっと形にしていく。外から見て、笠岡は一体、笠岡に行けば、何ができるのだという

ところを媒介役として、先生のお話でいくと学生がつなぎだという例で、今回ご紹介した

いのは、今や、時代的にも、外から来て住み込んで、住民票を移して、それで皆さんと一
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緒に、皆さんのかわりに、あるいは皆さんでは気づかないことを一緒になって動く者たち、

若者が多くなってきています。これは制度ができて４年目です。要は、青年海外協力隊の

日本版で、４年目になります。制度が３年が終わりまして、卒業生が１年目、頑張ってい

ます。７割ぐらいが、その地に移転して残っています。 
 ことしは、例のフジテレビの四万十がテーマになった『遅咲きのヒマワリ』、ジャニーズ

の生田斗真君が主役になって、あれで爆発的に知名度が広がったのです。それで、結構募

集をかけても人が来るようになりました。となると、問題は、例えば笠岡さんは、常に 20
から 30 ぐらいの団体が、うちに来て、うちに来て、うちの地域へ来て、皆さんの力を一緒

に必要としているとういう扱いになって、その中で笠岡はどんなまちづくりをしたいのか。

どういうふうにしたいのか。だから、こんなふうなあなたを求めていますと。 
 例えば島がありますよね。島づくり１つをとっても、島という１つの観点だけではなく、

島もあれば、こちらではこんなまちづくりをして、例えば、今、不足しているのは島と街

を結び人なのですよみたいな。そういう人がもし入れば、これは多分化学反応で今までに

ないことが起きてくる可能性があります。なので、これはくどいようですが、もう時間で

すので終わりますけれども、私の周りでは、そういう今までに考えられないような人の流

動が起きています。単なる経験の旅に行くというようなことを超えて、住民票を移して、

会社も辞めて、人生の中での３年という期間をまちづくりに注ごうという若者が、定年者

も含めてですが、ふえていますので、そういう制度を利用しようという営業の会ではあり

ません。ただ、時代はそうなっていますので。 
 例えば岡山から人を呼ぶ。いや、そんな笠岡なんかに来ないと。そうじゃない。皆さん

がやられていることは、とても楽しい、おもしろいこと、これらをちゃんと伝えることが

できれば、人が来るようになると思いますので、どうか、逆にこういった振興こそ勉強さ

せていただければと存じます。 
 ちょっと取りとめのない話になりまして申しわけありませんでした。途中から予定を変

更して好きにしゃべらせていただきました。ご質問等があれば、情報交換の中でいろいろ

とさせていただければと思います。どうもありがとうございました。 
（司会） ありがとうございました。急きょ内容を変更いただきまして、本当に会に合っ

た話をしていただきまして大変ありがとうございました。最後に大きな拍手をお願いいた

します。ありがとうございました。 
（司会） 発表された先生との意見交換は、このあと、次は２階の会場になりますけれど

も、ワークショップという形で約１時間予定いたしております。ぜひ、そちらのほうにも

よろしくお願いします。 
 本日は大変長くなりましたが、お手元のほうをちょっと見ていただくと、こちらに、「笠

岡で新しいしごとを３つつくりませんか」というチラシが中にありますので、若干見てい

ただければと存じます。産業的な支援で、お金の回るまちづくりというような形で考えて

おりまして、３月に講演会、それからワークショップ等も計画いたしております。ぜひ一

緒に、それこそ本当に外から呼ぶためにもやはり仕事が第一になりますので、地域で仕事

を起こして、それでまちづくりにつながれば、それがいちばん一石二鳥ではないかとも思

っております。あわせてよろしくお願いいたします。 
 若干、今の状況ですが、まちづくり協議会は、私も地域課の職員として働かせていただ

いているのですが、何の病気にかかっているかわからない状況ではないかと思うのです。

例えば家庭であれば、家庭の先生のところに行って、薬をもらって治すというのが大体普

通の直し方ですが、地域において、多分この地域は風邪になっているとか、そういう現状

がちゃんと把握できたら、その先生を探して、その先生にちゃんとアドバイスを受けなが

ら地域を回していくというやり方もあるかなと思っています。地域の人も、やはり専門家

を地域で抱えながら、相談しながら、方向性を決めるということも必要になってくるので

はないかと思います。そういうことも含めて、今後、みんなでつくるまちづくりというこ

とで、ぜひ、これからもこういう活動にご参加をいただきますよう、よろしくお願いしま
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す。 
 それでは、最後にお願いします。 
 
（司会） それでは、最後になりましたが、お手元の資料の中に緑色のアンケートを同封

させていただいております。このあと予定しているワークショップにご参加される方はそ

のときで結構ですが、これで残念ながらお帰りになるというお客様がいらっしゃいました

ら、ご記入いただきまして、お帰りの際に受付にお渡しください。よろしくお願いいたし

ます。本日はありがとうございました。 
 
（司会） 大変ありがとうございました。それでは、先生方、大きな拍手をいただきまし

て、第１部を閉会いたしたいと思います。どうもありがとうございました。 
 このあと、２階に会場を移しましてワークショップを１時間ほど行います。大変どうも

ありがとうございました。１部で終わりの方はお気をつけてお帰りください。それでは、

２部のほうに今ご案内をいたしますので、よろしくお願いします。 
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まちづくりは
「ひと」づくり
中央大学大学院

教授 細野助博

1

 
◆経歴 

昭和 56 年 筑波大学院社会工学研究科博士課程修了 

平成 7 年－現在  中央大学総合政策学部教授 

平成 9 年－平成 10 年  メリーランド大学大学院客員教授 

平成 13 年―平成 17 年 中央大学評議員 

平成 17 年―現在 中央大学大学院公共政策研究科教授 

◆所属学会 

日本公共政策学会前会長、多摩ニュータウン学会名誉会長、日本計画行政学会専務理事 

◆公的役職 

財務省財政制度等審議会委員、（公社）学術・文化・産業ネットワーク多摩専務理事、美

しい多摩川フォーラム会長、（一財）流通システム開発センター評議員。その他、八王子

市教育委員会教育委員、立川市中心地商業等活性化基本構想策定委員長およびＴＭＯ研究

協議会議長、川崎市港湾事業検討委員長、横須賀まちづくり評価委員長などを歴任。 

◆業績 

主要著書（単独著、編著のみ） 

『コミュニティの政策デザイン』中央大学出版部 2010 年 

『中心市街地の成功方程式』時事通信出版局 200８年 

『政策学入門』（編著）東洋経済新報社 2003 年 

『スマートコミュニティ』中大出版部 2000 年  

『中央省庁の政策形成過程』（編著）中大出版部 1999 年 

『現代社会の政策分析』 勁草書房 1995 年 

◆受賞 

平成１４年度 日本計画行政学会学術賞論説賞（平成１４年９月２１日） 
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第１章 私たちを
取り巻く環境

3

 
経済成長は無理なのか？

4

 
低下する所得・停滞する消費

5

 
少子化と高齢化はコインの
裏表

6
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まちづくりとは

まちは、衣食住を支える、今生きていくために必要
な基盤。また、人を育て、地域の明日を準備する空間。

よって、まちづくりは、市民一人ひとりの想いや希
望を実現するための共同作業。

今を生きる市民全員が未来の地域のために行う、重要
な仕事。

理論と実践が両輪とならなければならない。

7

 

第2章 学生たちの

まちづくり

8

 
① 立川の課題

やっかいな南北戦争

駅から人が流れない

回遊性がない。駅でエリアが二分化

イメージが悪い

基地の街、ギャンブルの街、品がない

宝物に気がつかない

よその人は「昭和記念公園の街」に期待

南北で反目

モノレールの駅を2つも

9

 
人口密度が低く、車が集客手段

10

 

出典：平成７年度立川市商店街通行調査報告書

伊勢丹
移転

再開発
ビル

立川のシンボル：南北戦争

11

 

北口大通り

12
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ＪＲＡ方面へ
人が流れる

13

 

南口商店街
のホコテン

「統一シンボル」は駐車
場ではなく、

ぺデストリアンデッキ

14

 多摩のファッションタウンへ

吉祥寺が
「やはり」中心

15

 
② 福生の課題

人口減少に悩む

○ 学齢期の世帯が転出

学力調査でビリから2番目

学齢期前の世帯＋高齢化世帯

○ 住宅政策の不備

安くて高い民間賃貸

○ 商店街の風通しの悪さ

○「街の宝」が分からない市民

酒蔵の街、基地の街

16

 
市内商店街の配置

17

 
酒蔵・横田基地＋16号線

18
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我がまちの宝探し

19

 

2010年9月11日
朝日新聞掲載

2010年4月20日〇〇新聞掲載

2010年9月30日東京新聞掲載

学生の役割は「想像以上」に大きい

20

 ③ 西小山の課題
注目されない悲哀克服

○ 隣町の商店街知名度は

「全国的」

○ 若者が見捨てるまち

後継者が育たない

○ 古ぼけた商店街

そのレトロのよさを知ら

ない

○ 2つの区にまたがる

お互い「知らない」

ばらばら感が漂う

21

 
駅前が変身し、チャンス迎
える

22

 学生と商店主・住民WSから、
課題が発見され、
相互信頼とやる気がうまれた！

夜の7時から勉強会。
自前で維持する 23

 
新イベント：ミステリーツアー

24
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25

 新たな自信とやる気：
街のリーダー誕生

26

 

お年寄りの３K
金・健康・こころ

27

 

第３章 持続可能なまちづくり

28

 
ロングテールの教訓

低頻度・重篤災害⇒各種計画の

有機的連関

高頻度・軽微災害⇒海岸保全

施設の整備

＊府省間の総合調整は復興庁で可能か？

複数の官庁回りが必要。屋上屋を重ねる？

＊国と地方の分業体制は？

ボトルネックがどこかに起きていないか？

決定と執行という「二つの重荷」

住民は「一枚岩ではない」

強度
の軸

頻度
の軸

レッド
ゾーン

イエロー
ゾーン

グレイ
ゾーン

グリーン
ゾーン

低

弱

合意が困難

強

高

29

 災害後の人口移動「人は職を求めて移動
する」

＊住民の悩みは「雇用と生活資金」

30
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6次産業の現状と課題

１＋２＋（３）の構図

１x２x３＝６に持ってゆく

行政の役割

31

 6次産業化事例数

加工・直売

加工・直売・レストラン

加工

直売

レストラン

直売・レストラン

農家民宿

契約取引

加工・輸出・直売

加工・契約取引

直売・契約取引

産地リレー・加工

研究開発

加工・輸出・直売

加工・ネット販売

開発・加工

32

 

食品
製造業

農林水産業

商業・サービ
ス業農商工連携促進法

（H20）

六次産業化法
（H22,23）

領海侵犯のすすめ

33

 
付加価値をつける

価格をつける

価値をつける

名前をつける

2005年 2025年 増減

人口 1億2,276万人 1億1,927万人 0.93倍

高齢化率（全人口に占める65歳以上の割合） 20.2% 30.5% 1.51倍

単独世帯数（全世帯に占める単独世帯の割合） 29.5% 36.0% 1.22倍

食料支出額 73兆6千億円 72兆2千億円 0.98倍

全世帯の食料支出額に占める生鮮食品※への支出
割合

26.8% 21.3% 0.79倍

全世帯の食料支出額に占める調理食品への支出割
合

12.0% 16.6% 1.38倍

34

 
収穫量の1割は市場に出ない

35

 
地域ブランド加賀野菜認定品目

さつまいも たけのこ 加賀れんこん 加賀太きゅうり 源助だいこん

金時草 打木赤皮
甘栗かぼちゃ

加賀つるまめ ヘタ紫なす 赤ずいき

せり 金沢
一本太ねぎ

金沢春菊 くわい 二塚からしな

36
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地域ブランド化の成功要因

●県内を代表する園芸産地であった

・対応できる技術と農地の存在

●卓越した技術を持った篤農家の存在

・固定種の育成・存続・普及に貢献

●地産地消を基本とした

・手堅い需要を喚起

●基準認証制度の活用

・行政の権威づけ

●首都圏からの情報発信

・外からの評価で内の評価を変える

37

 六次産業で高付加価値化

38

 
朝市で
まちおこし

39

 

６次産業に取り組む成功モデル

民営事業所
数増加

地方財政収入
増加

.745**

.278**

.236**

.128*

.129*

.125*

.507**

.511**

.605**

インフラ・行政サービス、福祉の充実

若い世代
人口増加

1次産業就業
者増加

農業出荷額
増加

1人当た
り所得増
加

純転入率
増加

40

 
まちづくりは人づくり：大学の役割

41

 
おわりに

まちは「ヒト・モノ・カネ」が出入りする「オープ
ンシステム」

まちづくりはひとづくり

まちは「オリジナル」がないと、生き残れない

オリジナルは「まちがう」ことから生まれてくる

42
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